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本報告書は、大館市釈迦内地区農免農道整備事業に先立ち

を実施した大館市大茂内にある諏訪台C遺跡の調査結果

をまとめたものであります。

諏訪台C遺跡はこの農道路線上の分布調査によって明らかに

なったものです。調査の結果、縄文時代後期初頭を中心とし

遺物、弥生時代初頭の/住居跡、平安時代の住居跡とそれらに伴

って多くの

中でも

されまし 1'--(-: 

住居跡は、秋田県北部でははじめて検

出されたもので『それから出土した されてい

。
宇
品

今回発掘調査した地域はミ広い遺跡の中で農道によって

された部分だけの調査であります。したがって多くの貴重な埋

はまだ、この道路の両側に保存されていま;70 

この この遺跡の保護に利用されることはもちろ

ん刊さらに広く活用いただければ幸いです。

なりましたが百本調査に御協力をいただきました秋田

県農政部北秋田農林事務所@大館市教育委員会をはじめ関係各

位に対し可深く感謝申し上げます。

2年 3月15日

秋田県教育委員会

橋本顕
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は利部@和泉が行なった。

にあたり以下の方々や機関から

4節@まとめ 2を利部修が、第4 1 

し
4 

G 。

林謙作¥弘

5.第 5章「自然科学的分折」のうち、第 1

助教授 をおE霞いした。 14C について

火山灰測定をパリノ sサーヴェイ株式会社

木厚氏にお願いした。

また、

修

よび土器の表記は、

に拠った。
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1 l土、 を基本としたが、それ以外のものもある。

とし、河のものは( )付けで表記したものもである。に遺物の実測図

に遺構@遺物には以下のような略記号を付しである。

S 1 .・竪穴住居跡、 SB..建物跡、 Sz..炉跡、 SN..焼土遺構、 SR.. 

SQ・・ SKF..フラスコ状土坑、 SK.. SX"不明遺構、 p.. S'・

丘一鉄製品、 S1・・

4.挿図中のスクリーントーン@シンボルマークは以下のように使用した。

スタワーントーン

地山
位話£立訟2 

霊盟覇 十叩手和問口旧田 a1降叩存

符女だ摂烹摂拐1

臼頭山火山灰@磨面

シン卒、ん?ータ

土器@

石器。石製品

鉄製品

焼土@ベンガラ
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2 遺構内出土遺物件)

国版31. 1 遺構内出土遺物(5)

遺構内出土遺物(6)

国版32. 1 遺構内出土遺物(7)

遺構内出土造物(8)

図版33写 l 遺構内出土造物(9)

2 遺構内出十造物(10)

図版34. 1 遺構内出土造物(11)

2 遺構内出土遺物(12)

間続35， 1 遺構内出土遺物(I:n

2 遺構内出土遺物(1，1)

図版36. 1 遺構内出土遺物(15)

間版37. 1 遺構外出土土器(1)

:2き構外出土土器(2)

図版38. 1 遺構外出 j二上器(3)

j立情外 1 1::\ゴ二二i二 ~(4)

図版39. 1 遺構外出土土器(5)

遺構外出土七器(6)

間続.10， 1 き構外出土土揺(7)

遺構外出土土器出

遺構外出土土器:りf

i副主i外出土土器(10)

l可版 1 立構外Hl++，器(ll)

i立構外出 j'，I'，器(lZ!

間終43. 1 吉構外出i二土器(]:J)

:霊?電ウト n-~ 正十日

iヨnι1 芝構外出土土器i]日
遺構外出ートート器(]品l

間版45. 1 笠構外出土土器iJ7i

J霊構外11¥ごとごと器(18)

!交[nS~.16. 1 遺構外出土土器(l9j

遺構外出土土器(20)

同腕47鍾 1 遺構外出土ごと器(21)

i立!者クト11'，て十日

回!?日札 i 遺構ヲI-I!¥ 器(2:1)

遺構外出土土器cw

凶i担，-Fl 章構外出土土

J古橋外出土七器(26)

図版印 1 :I室1海外出土土器(27)

2 遺構外出土土器(28)

図版51. 1 遺構外出土土器(29)

2 遺構外出土石器(1)

図版52. 1 道構外出土石器(2)

2 遺構外出土石器(3)

図版53. 1 遺構外出土石器(4)

遺構外出土石器(5)

図版54. 1 選前外出土石器(6)

i立構クト了仁伝器(7)

問問問調 1 J言構外HJ，+.tヲ器(8)

2 遺構外出土石器(9)

図片足56. 1 遺構外出土石器(111)

遺構外!LH-ト照(!J)

図版57. 文様因調整技法

仕立58. 1 成形・調整技法

S N56出土炭化栗



1 ~'ルー
同門

第 l章はじめに

1節調査に至るまで

ために昭和62年4月

は、市街地北東の大茂内

，641mの路線で、ある

} 

一 昭和63年2月

てに、路線内における し

つ 台地の縁から

のである口そして、

までの約130m

レ

にたくさ された

し、平成元年5月諏訪台C遺跡の埋蔵

文化財発掘調査 っ
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4月、土地改良課の l，.- と調査

に関しての打ち合わせを行ったりそこでは、狭い路線内における

を約束していただき、本調査を実施したのである。

第2節調査の組織と構成

所 在 地 秋田県大館市大茂内字諏訪台33外

調査期間 平成元年 5 月 8 日 ~6 月初日

言周 商 1.300m 

調査主体

担当 利

平日

佐田

昭一( 同

向

ンター

主査)

高橋忠太郎( 同

協力機関 秋田

1
1ム
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h
宮
内 立地

2 と

1 遺跡 と 1図)

るり、青森県と r県境を罰している

している。大館盆地は北の白神山地と奥羽脊梁山脈の西側

かち誌鹿角郡を挟んで

している出羽丘陵

の北端にある山々に間ま

は米代JI[で分霊rrさ

となっている。

し、さらに市街地

I[にJIIによっ

あり、これらの 3つの河川が市街地 ってしゅ。遺跡が所在

そこは、長木川、
ブ
〔
U

J
4ノ

その北の茂内沢、さらに北側の大茂内沢谷口から発達した扇状地ともなっている。この地域の

北 s東 e南側にかけてはそれぞれ高森山容鍋越山 .r意思J山などの山塊が連なり、西側に

市街地に続く水田が広がっている己遺跡は、小坂鉄道小坂線東代野駅北に接する大茂内集落の

さらに北側にあるほぽ平坦な舌状台地上に立地している。

北東部を除く三方が沖積地となっている台地は、遺跡から北東約5kmの高倉山から

びる高倉山山地の裾野にあたり、広さは約400mX250m標高100-----110mである。 遺跡はこ

地の北西縁に沿って広範な広がりを示すと考えられるが、調査区ではこの台地の中央から北西

縁の中央部に至る幅約10m長さ約130mの範囲でおある。この調査区を含む台地は杉の植林化が進

み、その仕事のために利用する山道が調査区のほぼ中央を横断している。調査初期の段階では

たくさんの抜根跡を確認したので、ある程度継続した植林地であることが判る。この台地は南

西方向に極めて緩やかな傾斜を示すが、総じて北西@南東側では 4-----5mの高さで次の沖積段

丘に急傾斜で移行し、南側では徐々に緩やかな傾斜を示しながら大茂内集落に移行している。

一方、この台地の地山層は第4紀完新世に形成されたもので、擦を含む窮状地堆積物である。

ナヲ

て
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た

れ

ま

し

J
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一
統
で
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り、泥岩 e凝灰岩を母材とし

を含む秋田県北東部で、は、十和田湖に起源

をもっ十和田aが広範に分布しており、大茂内 2統aの に堆積している。

遺跡の立地を大まかに見れば、その位置は安定し

、沖積地の末端に選地していると言える。このこと

あろう。このように各時代の内容は、上述した地理的環境と深く

る台地の縁辺にあり、同

と無関係ではないで

っている。

つ
d 
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第 1表)歴史的環境(第 2関，2 ~百

として形成された大館盆地には、流域ごとに遺跡の分iをる米代川とそれ

にある縄文時代中心の地域は、大館市街地南側の米代打られる。

ま11 あるザ
-τF 、(26~28 • 30 • 31 • 33 • 37 号 39~43 45~~48) 、

(60 • 61 • 63~ (67~73 • 75 • 76)や跡 (52~56) 、さらにそ

(14-~ ネー J-

o=. I_:_、る号i欠}I65 a 74) 

のある、市街地東側~、、，，，，
f

守

g
'
i

J'zs
、しずで15 • 19 • 20)が点在している下内}II右岸地域、

まれた地域とがある G 市街地の北には、11とそれに注

ま*1ている。にあるある

(2)があC遺跡周辺は、

とともに目にアスフアルトる。後期では、

ある台地南側沖積段丘C ( 8 )があり、• B ( 7) 跡(6 ) 

C している。晩期では大茂内沢河川右岸沖積地にある大茂内遺跡があげられ、

跡晩期出土遺物との関連が考えられる。

に本遺跡を特諏訪台C遺跡からは、縄文 e弥生 e平安の各時代の土器が出土しているが、

をあげることができる。弥生時代の遺跡は、大館市軽徴づけている

り、隣接する田代町山田の柏木遺跡から井沢の鳶ヶ長根N遺跡から出土し

に臼を移せば、
(註)

しているほか、米代)

また、されている。'も

|臼の鳴滝に関わる粕田遺跡からは砂沢式 e

している。と考えられるC遺跡出土土器と類似するらは、

参考文献

1986 (昭和61年)関喜四郎他「大館J IT"土地分類基本調査』秋田県註 1

「国道103号大館南パイノfス建設事業による註 2

1988 

1987 (昭和62年)「矢立廃寺発掘調査報告書設3

1979 (昭和54年)

秋田註 4

1979 (昭和54年)大館市巻活用F大館市史J大館市史編さん委員会註 5

として

を得ている。

ィ
斗
A

写真で紹介されているが、遺跡名について

註 6
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番号

円
] 

i童 跡

l 諏訪台C遺跡

2 諏訪台A遺跡、

3 諏訪台B遺跡

4 大茂内遺跡

5 小茂内沢遺跡

6 壕の下遺跡

7 塚の下A遺跡

8 I J家の下8遺跡、

9 茂内遺跡

1 0 釈迦湖底遺跡

名

福館吾橋桁野遺跡

1 2 大森遺跡

1 3 本郷下遺跡

1 4 七ツ館

1 5 花開域

1 6 女自館

1 7 釈迦内館

1 8 松木遺跡

1 9 沼 吉富

2‘。 赤石沢遺跡
2 1 f平 館

つ“つμ 長根山公癒遺跡

2 3 大館域

2 4 土飛山遺跡

2 5 片山館コ遺跡

2 6 芋堀沢遺跡

2 7 餅E屋敷添遺跡

2 8 太平山遺跡

2 9 小館花館

3 0 小舘花遺跡

3 1 萩の台遺跡

3 2 池内A遺跡

:3 :3 池内B遺跡

3 4 餌釣館

:3 5 山王岱遺跡

3 6 餌釣遺跡

3 7 羽立遺跡

3 8 山 箆

し

第1表 諏訪台C遺跡と周辺の遺跡一覧表

時 間 番号 雪 E主、 名 日苛 期

縄文(前・後・晩期)・弥生・平安 3 9 山館遺跡 縄文(前・晩期)

縄文(中期) 4 0 上ノ山 I遺跡 縄文(前・晩期)

古代 4 1 上ノ山口遺跡 縄文(後・晩期j

縄文(晩期) 4 2 兎沢遺跡 縄文(後期)

縄文 4 3 竜毛岱遺跡、 縄文(中・後期) ・中世

縄文(後期) .古代 4 4 中山遺跡 古代

縄文(後期) 4 5 桜殿遺跡 縄文(中期)

縄文(後期) 4 6 野沢岱C遺跡 縄文(早・前期)

縄文(前期) 4 7 野沢岱D遺跡 縄文(前期)

縄文(前・中 a後・晩期) 4 8 下聖II遺跡 縄文(前期)

縄文(前面中期) 市}Ii遺跡 ーロト{-ドh 

縄文(前期) 5 0 本道端遺跡 縄文(前命中期)

縄文 (1白期) 5 1 横沢遺跡 縄文(前期j

中世 5 2 袖ノ沢遺跡 縄文 a平安

中世 5 3 横沢遺跡 縄文(早・中・後期) ・平安

中世 5 4 大岱遺跡 縄文{前期) ・平安

中世 5 5 長岡域 中世

縄文(前期) 5 6 真 寵 中位

中世 !J { 植!埼館 中世

縄文(中@後 e晩期) 5 8 新聞鵡 平安来~中|止

中世 5 9 中台i童跡 縄文(中期)

縄文(晩期) 6 0 大披館 中世

中世~近世 6 1 太子内館 中世

中世 6 2 薬子袋遺跡 てL士J 一i占v 

中世 6 3 杉沢館 中世

縄文(前・中期) 6 4 前田館 中世

縄文(前期) 6 5 本宮舘・本宮 I遺跡 中世・縄文(中期)

縄文(晩期) 6 6 本宮II遺跡 縄文(前・中期)

中世 6 7 本宮遺跡 縄文(晩期)

縄文(後・晩期) 6 8 寺11崎I遺跡 縄文(晩期)

縄文(中期) 6 9 寺崎II遺跡 縄文(晩期)

古代 i 7 0 ーッ森遺跡 縄文(晩期)

縄文(前ー中・後期) 7 1 片見遺跡 縄文(晩期)

中世 7 2 五輪台 I遺跡 縄文(晩期)

縄文・平安・中世 7 3 五輪台II遺跡 縄文(晩期)

縄文 7 4 八木橋場 中世

縄文(晩期) 7 5 一週遺跡 縄文(晩期)

中世 7 6 畑沢遺跡 縄文(晩期)

も
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3童発掘調査の概要

1 N百 の概観 3 .図今回版 1) 

諏訪台C遺跡では、その調査面積が少ないにもかかわらず79の遺構と

時代は縄文時代で前期(繊維を含む)、後期前葉、晩期全般、弥生時代では初頭、

る。時代ごとの内容を概観し基本土層の説明を行う。

縄文時代では、竪穴住居跡2軒@建物跡1棟 e炉跡ヲ基 e焼土遺構7

a フラスコ状土坑3基 e土坑40基を検出した。住居跡は周溝をもち、建物跡は不正形の 6

である。建物跡からは後期の小破片を検出している口石閤炉は 7基あり、拳大の石を円くめぐ

し出ふ央
g
+
亦々

ι
を

らすものと大型の石をコ状に組んだものとがある c この 7基の石囲炉のうち 3基に

物が伴う。土坑は、前期SK40晩期SK23 • 29と遺物の伴わない21基を除くすべてに後期の遺

物を含んでいる。縄文土器は、調査区全般から出土し、前期@晩期の土器は中央から北側にか

けて多く認められているが、後期の遺物は調査区全域からまんべんなく出二としており、前期、

晩期の遺物に比べて数多く分布しているG また、後期と判明した遺構も、調査区の中央から北

側にかけて多い分布を示している。 30cm前後の石が黒色土中に広く認められたのは、これら後

期の遺構 e遺物の有り方と関係していると思われる口後期の土器は、初頭から十腰内 I式期の

ものである。

弥生時代では、竪穴住居跡5軒@焼土遺構5基 e集石3基を検出した。竪穴住居跡は、調査

匿の中央に切り合いをもたないで集中する大型の住居跡4軒と北側の端に位置する小型の住居

跡とがある。全掘もしくはほぼ全掘できたのはS128とS160であり、他は約半分の調査であ

るc 住居跡の特色は、炉の不明なS133を除く 4車干の住居跡に壁溝が認められること、 4車子か

ら検出された炉には、地床炉@石岡炉@土器埋設炉の種類が認められることである。 5基検出

された焼土遺構は、 LT会 1¥1A52区;こ集中している。これらは、ほぽ同一レベルにあり、まと

まりのある遺物や炭化物が同一平面で意なり、後述するが住居跡の可能性がある。したがって、

それぞれは、竪穴往居跡内の焼土としてとらえられる。集石は拳大の石を敷きつめ

ている 2基と、 20cm前後の石を立て並べてあるものと二種ある。弥生時代の遺物は遺構の密集

している調査広中央に集中しているが、その北側と南側にも若干分布している。土器は所謂砂

沢式期とその前後の時期である口縄文時代から弥生時代にかけての芯器は、定型的な各種の石

器以外にアスフアルトの付着している剥片石器@スクレイパーなどが出土している。また、土



{陪をはじめとする も れている。

つ

田aを切り込んで、おり、 S132の埋土には別の火

したc は2軒とも十和

は、炭化

材 したものである。 とその付近から している。

。
るす

を基にし る。 けることカ?で、きる。

らかし弘

II層 (7.5YR与右)粘性 e 十和田a
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まる円 1
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〈ず e 主題

層

層
V

W
ね

さはほぽ60-----80cmの厚さがあり、ち/IBラインでは

33~62にかけて緩やかな傾斜を示している。また、

けて{士、東1明から西側にかけ

において、その東側から

らその北側の調者区にか

このことは、 S161 

VI と推移していくことで

も良く判る。 にあるものの、

による もあるが、

しているまばらな有り

り方と深く関

ら北側にかけて

にある。この状況

わっていると考えられる。
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LR 

LS 

LT 

MA 

MB 

MC 

65 60 55 45 40 35 

図守zrロ常貯口44r 縄文時代の遺構・遺物分布図

LR 

LS 

LT 

MA 

MB 

MC 

65 60 55 50 45 40 35 。 25. 
口弥生上器 弥生時代の遺精・遺物分布図

第4図 遺構配置固と時代別遺構・遺物分布図
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第2節調査方法

第 2節調査方法(第4図)

発掘調査は、調査区全域を網羅するように 4mの格子を組むグリッド方式を用いた。基準線

は調査区が細長いため方位方向を採用せず、調査区の長軸方向(北西~南東)とそれに直交す

る方向の各線を利用した。すなわち、調査区の中央に仮原点となるMA50の点を設定し、長軸

方向では北の方へ・・20→80・・と算用数字を用い、西の方へは..LA→LT、MA→MT..とア

ルブアベットを用いているc このうちアルファベットの二桁自は、一区極ごとに記号を変える

1桁自のアルフアベットであるA→すまでをまとめた、大区画を意味している口グリッドの呼

称は、これらの組合わせによる南東隅の交点の記号で表記した。

は検出された順番に位、 02・・と算用数字を付けたが、その遺構の性格が判明した時点

でアルファベットによる SI (竪穴住居跡)などの種類別略記号を冠した。つまり、遺構略号

と検出番号の組み合わせが各々の遺構名となる D これらの中には調査の進行にしたがって、そ

の遺構の性格が変わり略記号を変更したもの、また、自然にできた窪地などと判明して番号を

抹消したものもある。

遺構の調査にあたっては、掘込み面における平面プラン確認の後、土層観察用の援を残して

掘込み、土層断面図終了後完掘する手11債を踏んだ。完掘後は遺構平面閣を作成したが、途中で

遺物が出土した時はなるべく平面図をつくるように心がけた。また遺構内における遺物と遺構

外であっても大きな破片は、実測後、遺構名@グリッド名@出土層位@年月日を記入し、取り

あげたD

記録は図面@写真・野帳を必要に応じてその都度活用したが、図面は、平面図@断面図@ヱ

レベーション図など基本的には予言。で作図することにした。ただし、カマドや集石など細部の表

現が必要とされる場合はうぺ。で作関し、さらに、大きな縮尺を必要とする場合はその都度大縮尺

を変えである。

写真撮影は、基本的には35mmのモノクロとリバーサルフィルムを用い、必要に応じてネガカ

ラーフィルムを使用した。また、遺跡の近景や大型住居跡ではブローニ版を用いた。撮影に際

しではなるべく三脚を用い、高所を得るためにローリングタワーを用いている。

野帳では必要事項をメモ取り、白誌に集約することにした。その際に、平面図や断面図が正

式に作図されるものであっても、なるべく略図を豊富につくることに留意して日誌を整理した。

最後に調査全般に関わることとして、本調査の排土置場は、調査区の両端に限られるという

不便さがあった。そのため頭初からベルトコンベアーを駆使したが、結局、調査を半分づっ行

ない調査済の区域の一部を排土置場とした。そのために、調査区全域を一環した流れの調査と

はなっていない己

ー，i寸
，
i



第 3 発掘調査の概要

第3節調査経過

諏訪台C遺跡、の発掘調査は、平成元年4月13日の現場視察の後、 5月8日から向年6月30日

までで、その開発掘調査に要した自数は延べ43日間である。

ン南側(以下ここではイ反の方位で説明していく)の調査終了後、

だ。以下調査の進行にしたがって、調査内容の概略を記することにする。

ら45ライ

という手}I聞を踏ん

5月8汗 現地で発掘作業の説明を行う。 てプレノ¥ レ

ミ、 する。

5月9日 べlレトコンベアー設置後、45ラインから南側にかけて黒色土中までの粗掘りを開始。

向原石や縄文時代後期の土器片と石器などが検出される。

5月11日 MBラインで基本層序を決定する。黒色土中に石組遺構や焼土遺構が確認される。

5月15日 L T40区北西コーナーに集中する笛所を確認する。

5月17日 黒色土中に点在している大型河原石や、

5月四日 現在までに土器埋設遺構。焼土@

除く地山面までの掘り下げを開始した。

5月22日 45ライン南側の遺構調査と同時に、北側の粗掘りを開始した。焼土@土坑を数基確

甲ア

~o 

L" 円
乙 J されたが、遺構を

認するとともに、縄文時代後期@弥生時代前葉の遺物を検出する。

5月26日 45ライン南側の調査で17遺構が終了

が半月状に広がる部分2ケ所と、

5月初日 S 118確認写真終了後掘り進め

6月2日 長木保育園の園見約20名が見学。

6月5日 十和田aの広がりをもっ遺構が弥生時代の竪穴であることが判明し、北壁際から

を撮る。 45ライン北側では大湯浮石

を示す部分ーケ所が確認された。

平安時代の竪穴住居跡と確認できた。

棺が検出される。同様に S1 34も同時代の竪穴であることが示唆された。

6月7日 58ライン北側の地山首精査の結果、多くの柱穴と土坑が検出される。

6月13日 47~51 ラインにかけて新たに弥生時代の竪穴住居跡を 2 軒検出する。 2 軒とも

・壁溝が確認されたほかに S1 61では南東壁際に遺物の集中部分を検出する。

8月19B 雨の晴れ間をぬって北西部の粗掘り

6月初日 調査区北端で大型柱穴6本を検出する。

6月27B 45ラインより北側の全景写真をJ最影する 0

8月29日 長木小学校の生徒約60名が見学。

6月初日 現地説明を実施し、約40名が参加した。

勺
./ 0 

によっ
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第 1節縄文時代の遺構と遺物

第 4章調査の記録

第 l節縄文時代の遺構と遺物

1 .竪穴{主演跨

S 168 (第 5 • 27図、第2表、図版 2 • 29) 

MA50グリッドに位置する。 v層上面で焼土の散布@壁溝と思われる黒褐色土の落ち込みを

検出したが、その後の精査過程でVI層(地il!)まで掘り下げてしまったため、壁溝と柱穴状の

ピットを残すのみとなった。実際の床面は地山から 8cm程上面にあり、炉も遺存していたもの

と考えられる。現存する状況から平面形は長軸2.38m、短軸1.87mの不整方形を皐し、長車出方

はN-33
0

- Eである。軍j毒は東側に見られ、上面IIJ&;1 Ocm "--14cm、底面幅6cm~ 9 cm、深さ 4

cm--------8 cmを測る。底面には径8cm~30cmの円形・長楕円形の落ち込みがあり深さ lOcm'"'--'20cm を

測る。西側にも断続的にあるものの、径24cm~40cm、深さ 11cm .... '-"l5cmの円形の落ち込みが巡る。

@落ち込みの埋土は黒褐色土で地山粒を少量混入するが、西側の落ち込みでは炭化物も若

干混入する。床面は掘り過ぎてしまったが、軟弱であった可能性が高く、推定床面積 4m2てもあ

る。柱穴はプラン内では検出されず、北西隅部・南西隅部のプラン外に隣接する位置で4本検

出した。それらは径20cm'"'---37cm、深さ 22cm~53cmの円形@楕円形を呈し、埋土は黒色土@黒掲

色土である。 P3は埋土。位置から西側に巡る落ち込みに帰属し、 P2は形態@理土から後世

のものと思われる口 P1 • 4は隅部に隣接する にあり、形態@埋土も類似点が多いが、本

遺構に伴う柱穴であるかは不明である。

遺物はP1の埋土から縄文土器片 (II• III群土器)が出土したが、直接本遺構に伴う出土状

況は見られなかった。第27図 1• 2は深鉢形土器の胴部破片で、 lは原体LRを縦位、 2は原

体RLを斜位に施文されている。 3は鉢形土器の口縁部破片で無文地に箆状工具による平行沈

線が3条施され、その後丁寧なナデ整形が施されている G

S i i6 (第6 • 27図、第2表、図版2ぺヲ)

L T • IvI A 52 • 53グリッド

と地床炉をも

はN-35
0 

Eである。

る。確認面はVI層上面で、壁は検出されなかったが、

は長軸4.6m、短軸3.7mの不整円形を皇し、長軸

e南西側で、途切れるが、ほぽ全局していたものと

思われる。上面相14cm----30cm、底面幅8cm----22cm、深さ 5cm----12cmを測り、底面はほぼ平坦で、

径12cm~20cm、深さ 17cnr-33cmの円形の落ち込みを伴う。埋土

つ
J
1
e
i
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l 祭褐色土 (10YR%) 粘性強、しまりあり、地

山粒7%混入

黒褐色上 (luYR完) *・占性強、 しまりあり、地
山車立5%i昆入
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炭化物 3%浪人
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103.2m F 
P-3 黒褐色土(10YR元) 粘性あり、 しまり強
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L
V

コJ
Lm
河リペ

を多く混入する。

測る。炉は

るが、壁溝周辺はやや軟弱で、ある。

し、摺り込みや礁を用いない地床炉である。

は12.5m2を

は径60cm

~70cmの不整形を思し、厚いところで床面下 3cmま

焼土を検出したが、炉の機能はなかったと考えられる。

5 で、他は壁柱穴である。 P1~5 は炉を取り囲むよう

している。北西隅部で20cmx 10cmの

は8本検出した。主柱穴はP1 '"'-' 

され、全体的には北東担!J

ている。規模は径2Ocm""'-'33cm、深さ10cm""'-'31cmを測り、埋土

る。 P6~8 も形態窃埋一士は P1~5 に類似する。

遺物は壁j葬会柱穴の埋士.カユら縄文こと器片 (II• III群土器)が出土した。第27匡14

器の胴部破片で絡条体R撚が施されている。 5• 6は第55図506と向一個体である o 5は無文地

に入組み状の沈線文が浅田に施され、その後研磨されている。 6

成形段階のササ葉状圧;震が見られる。

2 .建物跡

S邑37• S N77 (第7図、図版3) 

調査区北西端、l¥1A• l¥1B59""'-'61グリッド

.Ocmで、 には

る。 1間><2問の建物跡である o P 6は

S K63と重複するが本遺構が古い。確認面はVI層上面で、規模は 1間(::jと西)2.50m'"'-'2.55m 

2間(北東)6.95m----7.05m、長軸方位はN-32
0

- Wである。 6本の柱穴は平面形が径55cm'"'-'

80cmの略円形を皐し、断面形が深さ 71cm~94cm を測る を呈する。柱穴間の距離はP1倉

4とP3・6間2.55m、P2 • 5間2.50m、P1 • 2とP5 • 6間3.68111、P2 3間3.27m、

P 4 • 5間3.37mを測り、全体的配置はほぼ平行四辺形を呈する。埋ことは 3"-'6層に細分した。

埋土の堆積状況から柱痕を看取することができ、柱痕に相当する部分では黒褐色土@暗褐色土

を呈し、他は地山粒@地山ブロックを多く混入する黒褐色土~褐色土を呈する。また、 P6以

外の柱痕は掘り方の底面までは達しておらず、標高101.55111'"'-'101. 47mを測る比高差 8cm内の

にある。平面的には掘り方の中央からズレている。 P2 • 5聞からやや西寄りに径45cm"-'

60cmの略円形を呈する焼土 (SN77) を検出した。本遺構に伴う地床炉としての機能を想定で

きるが、積極的根拠はなし」遺物は出土しなかった。

3 = ~k戸跡

S Z02 (第 8図、図版 4) 

L S43グリッドに位置し、確認面はVI層上面である己径20cm-'"'-'25cm、深さ 5cm程円形に浅く

り込んだ後、縁辺に25cm""'-'30cm大の亜角礁を 2個用いて、掘り込みを持たずに ILJ平状に

〉
d 

，，，"- しく、 している。埋土

るSN03"19，， 41、53できなかったが、

1〆 l '>ことから、 を1 した「ゴ」 を呈する
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第 1節繍立時代の遺構と漬物
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第4翠調査の記録

炉の可能性が高い。遺物は出土しなかった。

S Z03 (第8図、図版4) 

L T42グリッドに位置し、確認面はVI層上面である。15cm"'-'26cm大の頭角線を 3個用いて「コ」

の字状に立て据えた石組炉である。相面するこ辺関は25cmを測り、関口部は南西側を向く。

軸はN-700- Eである。際は加熱により赤変し、特に上面から内側10cm程までが著しい。埋土

は3層に細分した。

なかったが、

@黒褐色土で焼土粒@焼土フホロックを混入する。火床面は検出でき

Y-
〉り と考えられる。また、構築面はV層上古から N麗下

部と思われる。遺物は出土しなかっ

S Z19 (第8• 27図、第2表、図版4・29)

MA56グリッドに位置し、確認面はV層上面である。荏32cmへ'40cm、深さ 4cm程円形に浅く

掘り込んだ後、縁辺に12cm'"'-'27cm大の亜角擦を 4個用いて、「コ」の字状に立て据えた石組炉で

ある D 相面するこ辺問は36cm~48cmを測り、やや「ハ」の字を呈する。関口部は南西側にあり、

主軸はN-6
0

_ Eである。擦は加熱により赤変が著しし火床面は硬化している。埋土は 5

に細分した。 1層はN層に相当し、他は焼土粒@焼土ブボロックを混入する暗褐色土を主体とす

る口遺物は埋土上田から第27図10が出土した口口縁部がほぼ垂直に立ち上がり、胸部から底部

にかけて直線的に移行する粗製の深鉢形土器である。口縁部から服部にかけて原体LR単節縄

文が縦位回転施文されている。 II群土器に相当するD

S Z27 (第8• 27図、第2 図版4• 21) 

L S60グリッドに位置し、確認面はV層上面であるが、北東側で一部撹乱を受けているため

全容は不明である。本遺構は土器埋設炉であるが、土器埋設時の掘り方は看取できなかった口

検出時の土器の最大径が約15cmであるため、ほぼその径で掘り込まれたものと考えられる。埋

設土器の南西側に径16cm'""-'20cmの不整形を呈する焼土を検出したが、土器を全周する広がりは

見られなしユ。焼土を含めて埋土は 3層に細分した。 2層は焼土粒を少量混入し、締まりが強い

ことから火床面は 2層上部と考えられる。 3層は炭化物を多量に合む黒色土である。埋設土器

は第27図12であるが、選存状況が不良で、あったため底部は復原できなかったむ地文に絡条体R

撚が縦方向に回転施文され、内面には煤状炭化物が多量に付着している口 II群土器に相当する。

S Z41 (第8• 第20表、図版4• 29) 

LT49グリッドに位置し、確認面は V 層上面である。20cm~30cm大の亜角擦を 3 個用いて、 γ コ」

の字状に立て据えた石組炉である。相面するこ辺問は24cmを測り、関口部は南西側を向く口

軸はN-23
0

- Eである。火床面は掘り込みを持たず、焼土が厚い部分で7cm程堆積している。

擦は加熱のため著しく赤変し、脆弱なものもある。北東側の 1個のみ掘り込みを持っと考えら

れるが、掘り方を看取することはできなかった。遺物は円盤状石製品 S 1 )が 1点出

-18 



第 1蔀縄文時伐の遺構と遺物

土した。

S Z48 (第 9• 28図、第2表、図版5・21・29)

L S48グリッドに位置し、確認面はV層上面である。長軸61cm、短軸50cmの楕円形に深さ 7

cm，.-.，._，，10cm程掘り込んだ後、 10cm""'-'40cm大の円探 s亜角擦を掘り込みの縁辺に配置した石図炉てで

ある。長軸方イ立はN 420- Eである。底部は緩い起伏があり、加熱による赤変 s硬化が著しい。

壁は南西側が緩く、北東側はほぼ垂直に立ち上がる口擦は掘り込みを持たずに配置され、やや

馬蹄形を皇し、加熱によるさ予変と脆弱が著しい。理土は2層に縮分した。;境土粒§炭化物を混

入する暗掲色土@褐色土で3穆 4層は底面下の手変範囲である。遺物は確認、菌のやや上面から

横転し押し演された一括土器(第28図13) とブレイク 8点が出土した。 13は折り返し口縁をも

っ粗製の深鉢形土器で、 4単位の山形突起が付されている。器形は底面から直線的に立ち上が

り、向上部で緩くくびれ、口縁部にかけて直線的に外傾する。ロ縁部から腕上部は無文で、胴

下部に原体LR単節縄文が縦位回転施文されているD また、煤状炭化物が口縁から腕下部にか

けて付着している。 14は別個体であるが出土地点は向ーである。地文に原体RL単蔀縄文が施

され、諌状工具による太田の曲線文が施文される。 II群土器に相当する。

S Z53 (第 8• 28図、第2表、図版5• 29) 

L T • lVIA50グリッドに位置し、確認面はW層上面である。北西側が後世の撹乱を受けてい

るため全容は不明である。径50cmの略円形に深さ20cm'"'-'23cm掘り込んだ後、 20cm"'-'38cm大の亜

角操3個を用いて掘り込みの縁辺部に「コ」の字状に立て据えた石組炉で、ある。相面するこ辺

間は30cm"'-'55cmを測り、ややり¥Jの字状を皇する。関口部は北西側を向き、主軸はN-13
0

-

Wである。擦は加熱により若干赤変している。掘り込みの底面は平坦で、火床面としての痕跡

を留めない。壁は直線的に開きながら立ち上がる。埋土は 3層に細分した。焼土粒@炭化物を

混入する黒褐色土が主体であるが、 2層は焼土ブロックを多量に混入する褐色土であることか

ら、 3層上面が火床面の可能性が高い。遺物は埋土の l層から縄文土器片とブレイク 1点が出

土した。第28図15，.-.，._，，19が出土遺物で、 15以外は同一個体である。 15は山形突起をもっ口縁部破

片で原体RL単節縄文が施され、 16，.-.，._，，18は腕部破片で原体L撚無節縄文が施文されている。 19

は底部破片で底面が丁寧に研磨され、推定径8.6cmを測る。 II群土器に相当する。

S Z62 (第9図、図版5) 

L T47グリッドに位置し、確認面はV層上面である口径55cmの円形に深さ15cm程掘り込んだ

後、 6cm，.-.，._，，39cm大の円擦@亜角礁を掘り込みの縁辺に配置した石間炉である。底面は緩い起伏

があり、加熱により赤変している。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、加熱による赤変は見られな

い口際は掘り込みをもたずに 2cm------3 cm間隔でh配置されるが、北側では配置されずに関口部を

呈する。 埋土は 3層に細分した。 2層は焼土粒を多量に混入する暗褐色土、 1・3層は焼土粒

Q
J
 

τ
tム
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S Z75 

{;) 

9 

。。 lま しなかった。

MB49グリッド

図版5) 

し、 VI る。一部調査区外にあたり、また、

る。平面形は略円形を呈し、断面形は土鍋状を

さ8crn~ 12crnを測る。底面は起伏があり、加熱

が後世の境乱を受けているた

ると思われる。現存する

により赤変@硬化している。赤変範囲は掘り込みの上面にも見られ、 1Ocrn ------14crn幅で、全周する

と考えられる。埋土は 3濡に縮分した。 1麗は炭化物!を少量議入する掲色土、 2J曹は焼土で5

を潤る。 3層は混入物の少ない暗掲色土である。掘り込みの北西部縁辺に幅7crn..， 

さ12crn_L')、上の車角傑 1個を検出したが、 5N62に類似する東側に開口部をも

がある口遺物は出土しなかった。

4.焼土遺構

S N06 (第4 • 27図、第2表、図版4• 21 • 29) 

l¥IIA42グリッドに位置し、確認面はrv層中であるが、後世のj費乱を受けているため全容は不

明である。焼土を多量に混入する擾乱土から第27図7----9の縄文土器片 (II群土器)が出土し

た。 7は9の口縁部破片で、他に同一個体の口縁部破片が7点出土している。 7• 9は口縁部

がほぼ垂直に立ち上がり、直線的に底部まで移行する粗製の深鉢形土器である。口縁部から綿

部下半まで原体LR単節縄文を{可かに巻き付けて斜方向に回転施文している口腕部下半は横{立

のナデ整形が11をされ、底面には網代圧痕が見られる。底佳は10.6crnを測る。 8は深鉢形土器の

胴部破片で地文に原体RL単節縄文を縦方向に回転施文してから、棒状工具による曲線文が施

されている。沈線はやや太く、深く描かれている。

S N22 (第4• 27密、第2表、図版4ぺ1)

L 557グリッドに位置し、確認面はW層中であるが、後世の撹乱を受けているため全容は不

明である。焼土ブロックを多量に混入する撹乱土から第27図11の縄文土器片とブレイク 4

出土した。 11は胴上部から底部まで復原できたが、日縁部は不明である。胴部から底部にかけ

て直線的に移行する器形を皇し、胸部最大径23crn、直径9.6crnを測る粗製の深鉢形土器と思われ

る。地文に絡条体L撚が斜方向に回転施文されている。胴部下半には斜位 a横位のナデ整形が

施され、底面の中央部に網代庄痕が見られる。 II群土器に相当する。

S N57 (第8図、図版5) 

L 548グリッドに位置し、確認面はVI層上面である。北西側が5160に切られてし，るため

は不明である。平面形は不整形を主し、断面形はj支出形を呈すると思われる。現存する

は径47crn~67cm、深さ 8crnを測る。埋土は 4層に細分した。 1層は焼士で、{也は焼土粒を

混入する暗褐色土である。遺物は出土しなかった口

ハハ刊一
円
λ
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S N59 4 • 28図、第2表、 5 • 29) 

L T50グリッドに位置し、

る。焼土アポロックを混入する

し口縁を呈する深鉢形土器の されている。折り返し

勺六、
」、

れている。

LR単節縄文を地文とし、

れておら y 、

え」

に地文を残している。 II する。

S N65 5 ) 

lV1B 60グリッド る。大部分が調査区外となっているた

であるが、

られたc 一部擾乱を受けている

した結果、 VI層上面から

6 cmの堆覆があり、幅50cmを測る。 lま

しなかっ

S N78 (第 4図)

MA58グリッドに泣寵し、確認面はVI

焼土の堆積は厚い部分で2cmを潤る D

5 .土器埋設遺構

S R05 (第9 28図、第2表、図版 7 • 21) 

ある。平面形は径40cm-'""'-'50cmの略円形を呈し、

しなかった。

LT44グリッド Y 
。
?
Q
 

けているが、

f) 方の平面形は不整円形を呈すると思われる。規模は径55cm~66cm、深さ 9 cm~22cm を測り、

を据える部分が径22cmのピット状に凹んでいるロ壁は緩く立ち上がり、底諮は起伏がある。

は確認時で、径20cm--22cmを測り、底部が掘り方底面に接する正位に据えられている。

後の現存器高が32.3cmあるため本遺構の構築商は確認面から少なくとも10cm程上面のW層中と

えられる。埋土は 5層に細分した。土器外局の 4 • 5層は地山粒@小擦を混入し、締まりが

かなりある。第28図21が復原した土器である。口縁部形態は不明であるが、腕上部に緩いふく

らみをもっ粗製の深鉢形土器である。縄軸絡条体R撚が斜方向から施文され、軸の原体はLR

単節縄文である。胴下部は横位のナデ整形、底面は研磨が施されている。 II

6 .フラスコ状土坑

S K F 42 (第10• 28 • 29図、第2・20表、

する口

6 • 21 • 29 • 30) 
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である円

最.大幅110cm、深さ80cl11を測る D 底面はほぼ

平坦で、壁は起伏がある。埋土は 4層に細分し

4層は地L!rブロックを多量に混入するむ他は炭化物

ある
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も封~一

1 A色土(lOYR7'i)粘性あり、しま
りあり、 I也LIJ粒
1田田大若干、小
磯 5mm大若干混
入

2 黒色士(lOYR;'i)粘性あり、しま
りあり、地山粒
1 mm大幸子子、 小
1潔2岡田大 1%混
入

3 黒色土(10YRl.XJ粘性あり、しま
りあり、小礎 l
m聞大若干潟入

4 黒褐色土(10YR%)粘性あり、しま
り強、 士也山半'iI:1
田冊-2岡田大10%
小隊30田田-40冊聞
大 1%浪人

5 n音褐色土(10YlH~)粕性あり、 しま
りあり、地山粒
1田町-2 mm大10
%混入

5Z75 

103.8m 阜

SZ75 
1 褐色ニiニ(7.5YR):i)粘性あり、し

まり強、炭化
物 7%、小隊
3%混入

2 明褐色土(7.5YR%l粘性あり、し
まり強、 1炭化
物 3%i.昆入

3 fl音悔色土(7.5YR克)粘性あり、し
まり強

9図 5Z炉跡(2).S R土器t豊設遺講

一つつ一
中リ



4手与
なよ守二μ

、レ γ寸-'--ア
令/-'"忌9 令。 4層から

するが、 24~26の 3

ブレイクが出土し

み胎土に繊維を含む I

第28・29図22'"'--'33は大

る。第29図S

2はスクレイパーである。

S K F 44 (第10• 29図、第2• 3表、図版6• 30) 

L S54グリッドに位置し、確認面はVI層上面である。平面形は円形を呈し、底面から頚部ま

では緩くふくらみをもち、頚部からやや外皮しながら坑口部へ移行するフラスコ状土坑であるむ

規模は坑口部窪95cm~~103cm、頚部窪98c郎、

測る。産面はほぼ平坦で、

で、他は埋土の土佐積状況から自然堆積を呈する凸

多く出土した。第29図34~40で、 II群土器に相当する。

S K F6i (第10図、図版 6) 

10cm、最大橋110cm、深さ50cmを

は5層に細分した。 5

@ブレイクが埋土上層から

fvIA • l¥rIB57グリッド し、確認面はV
。
る にかかっ

ているた h

り までは直線的に内傾し、

らほぼ垂直に坑口部へ移行するフラスゴ状土坑である。規模は口坑部 e 頚部径107cm、

部径120cm、深さ 40cm~45cmを担初、最大f~&iは底面にある。底面は緩い起伏があり、壁は北東側

(れこ起伏がある。埋土は 4層に細分した。黒色土を主体とし、全体的に混入物は少ない口埋土の

堤積状況から自然堆積を呈する。遺物は出土しなかった。

7 .土坑

S K01 (第10図、図版7) 

LT40グリッド し、 SK17の北側に隣接している。確認商はVI層上商である。径50cm

の円形を呈し、深さ 10cm~18cmを測る。底面は北西部に凹みがあり、壁はほぽ垂直に立ち上が

る。埋土は 3層に細分でき、自然堆積を呈する。 遺物は出土しなかった。

S K04 (第10• 29図、第 3• 20表、関版7• 21 • 30) 

LT40グリッドに位置し、確認面は rv窟下部である。径75cm~80cmの円形を呈し、深さ 23èm

を測る。底面は中央にある最大深部に向かつて緩く傾斜する。壁は緩い弧状を呈して立ちとが

る。埋土は 5層に細分でき、自然埴積を呈する。遺物は埋土から縄文土器片、ブレイク、出石

• S 3 )。また、第29図41は確認面の東側で一括出土した粗製の深鉢

する口

S K07 図版 7) 

L T39グリッドに位置し、確認出はV

cmを測る。底面は起伏があり、北部にi径18cm、

上がり、地はほぼ垂直に立ち上がる己埋十ーは 3

る。径60cmの略円形を呈し、深さ 20cm~24

さ5cmの凹みがある。壁は南西側で緩く立ち

に細分でき、向然堆積を景する G 漬物は

A
宮
司
/
一



1節縄文時伐の遺構と遺物

しなかったカ人 で13cm"""'-'25cm大の 3個 した。

S K08 (第10菌、図版7) 

L S43グリッドに位置し、確認菌はV層上面である。長軸45cm、短軸30cmの楕円形を豆し、

深さ12cmを測る。長軸方位はN-3T-yVである。底面は平坦であるが南部で狭まる傾向にある。

は東側で緩く、他はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は自然堆績を呈するが、 3麿は掘り過ぎに

相当する。遺物は出土しなかった。

S K09 (第10図、図絞り

L T42:グリッド し、 SK10の北東側に している。 ;ま る。長軸

65cm、短軸48cmの楕円形を呈し、深さ37cmを測る。長軸方位はN 1r-Eである。底面は緩い

起伏があり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は3層に細分でき、堆積状況は柱穴;f犬を呈する。

しなかった。

S K10 (第10図、図版7) 

L T42グリッドに位置し、 SK09の南西側に隣接している。確認商はV1庸上面である。長軸

78cm、短軸52cmの楕円形を呈し、深さ 15cm~22cl11を測る。長軸方位は N 110 Eである。底面

は、中央にある最大深部に向って傾斜する。壁は北東側で垂直に立ちよがり、他は緩しユ弧状を

呈する。埋土は 3層に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は出土しなかったが、埋土上層から

3 cm-------18cm大の円傑・頭角擦を検出したC

S K11 (第11図、図版7) 

L S43グリッドに泣置し、確認商は V層上面である。北東側が調査区外にかかっているため

全容は不明である。現存する形態から径80cmの不整形を呈し、深さ21cm'"'-'28cmを測る。底面は

南東側から北西側に緩く傾斜し、最大深部は北西壁下にある。西側に径15cl11~29cm大、深さ 6

cm~14cmを測るピット状の田みがある。壁はほ

然堆積を呈する。遺物は出土しなかった口

S K12 (第11図.30図、第3表、図版8• 30) 

L S40グリッドに位置し、 SK13の東側に隣接している。確認酉はVI層上面であるが、埋土

の堆穣状況から構築面はV層上面まで捉えられた。北東側が調査区外にかかっているた

は不明でドある。現存する形態から南東一北西に長轄をもっ構円形を呈すると思われる。長軸2

m、深さ30cl11をii!初、底面はかなり起伏がある。援は南東側でほぼ垂直に、他は緩く立ち上が

る。北西部に径42cm、深さ55cmのピットを検出したが、理土の堆覆状況から本遺構より古いピ

ットである。 埋土はピットも含めて 4 層に細分でき、人為堆援を呈する口埋土 1 層から 5cm~

28cm大の円際@璽角擦が多量に、また、縄文土器片、ブレイクが少量出土した(第30図50• 51)0 

50は深鉢形土器の腕部破片、 51は円盤状土製品で、いずれも II群土器に相当する。

に立ち上がる。 は3層に細分でき自

「門
U
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け
/
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第4主主 調賓の記長表

S K13 (第11.30図、第3表、図版8・30)

L S40・41グリッドに位置し、 SK12の西側に隣接している。確認面は羽層上面である。径

73cmの円形を呈し、深さ 6cm'""'--' 8 cmを測る。底面は平坦で、、ほぽ中央に径20cmx 25cm、深さ 7

cm の凹みがある。壁は西側で垂直に、他は緩く立ち上がる。埋土は 3層に細分でき、自然堆積

を畏する。 遺物は埋土から第30罰52~54の II 群土器が出土した。 54は S K14出土土器との接合

資料である。

三支持(第11• 30図、第3表、図版8 書 30)

L S • L T37グリッドに位置し、確認罰はVI層上面であるD 長軸72cm、短軸57cmの楕円形を

し、深さ10cm'""'--'13cmを測る。長軸方位はN-83
0

- Eである。底面は中央に向かつて緩く傾斜

し、援はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は 3膚に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は第30図54

が埋土から出土した。

S K15 (第11図、図版8) 

L S39グリッドに位置し、確認聞はVI層上面である。北西側が擾苦しを受けているため全容は

不明である。現存する形態から径1.0m~1. 2mの略円形を呈し、深さ 40cmを測る。底面は弧状

を呈し、最大深部は北部にある。壁は底部の形状からそのまま移行するが、北側では垂直に立

ち上がる。理土は 4層に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は出土しなかったが、底面中央部

の最下層から10cm大の亜-角穣を 2個検出した。

S K16 (第11図、図版8) 

L S43グリッドに位置し、 SK08の西側に近接している。確認面はVI層上面である。長軸85

cm、短軸70cmの楕円形を呈し、深さ10cm'"'-'18cmを測る。長軸方位はN-l1
O

-Wである。底面は

緩い起伏があり、南部に最大深部をもっ。壁は北側で垂直に立ち上がり、南側では緩い弧状を

呈する口埋土は 3層に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は埋土から縄文土器片 1点が出土し

たが、遺存状態、が不良であったため図示できなかった。胎土に砂粒を多く含み、焼成は普通、

無文土器と思われるD

S K17 (第10図、図版7) 

L T40グリッドに位置し、 SK01の南側に隣接している。確認聞はVI層上面である。径52cm

の円形を呈し、深さ 8cm.-..__14cmを測る。底面は北西部分で緩く凹んでいる。壁は南側で垂直に

立ち上がり、北側では緩い弧状を呈する。埋土は 2層に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は

とど!ことしなかった。

Stく20(第12• 30図、第3表、国版8• 31) 

MA55・56グリッドに位置し、確認面はV層上面である凸長軸56cm、短軸40cmの精円形を呈

し、深さ 9cmを測る。長軸方位はN-50-"Wである。底面は平坦で、壁は緩く立ち上がる。埋
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第 1節縄安時代の遺構と湾物
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する。

S K21 8・31)

MA55グリッド

深さ 1Ûcl11~29cl11を測る口

に向かつ

する円

る。長軸90cm、短軸75cmの橋円形を呈し、

N 410- Eである。底面は起伏が著しく、南東にある

に立ち上がる。埋土は 4層に細分でき、自然堆積を呈

2点が出土した。第30国;)9は2点の接合資料で、折り

する G

3 • 4 • 20表、図版8 号 21e 31 • 32) S K23 

L S 58 • 59 グリッドに位置し、確認、商は V 層上面である。径L8m~2.0mの円形を呈し、深

さ38cmを測る。底部はほぼ平坦で、壁は緩い弧状に立ち上がるが、南西側で、は起伏が見られる

ほぽ中央と西壁直下で、それぞれ箆38cm.30cm、深さ13cl11. 18cmの円形を皇するピット

を検出した。西壁寵下のピットは埋土の堆積状況から本遺構より古いが、中央のピットは不明

であるむ埋土は 7層に細分したo 5 -----7層は西壁側のピットの埋土で自然堆積を呈し、他は遺

物を多量に含む、人為的堆積を呈する。遺物は埋土の 1層.2層上部から縄文土器片 e弥生土

器片@石器@ブレイクが出土した(第30• 31図60~76、 S 4 • 5)。また、 5cm~30cm大の亜角

擦も多量に含まれていた。 75がN群土器で、 f也はII窃 III群土器に相当する。

S K24 (第11歯 31図、第4表、図版9• 21) 

lVIA55グリッドに位置し、確認面はV層上面である。窪45cmの円形を呈し、深さ 5cm~12cm 

を測る。底面は起伏が著しく、北側に向かつて緩く傾斜する。壁はほ

西側は緩い起伏がある。埋土は 4層に細分でき、自然堆積を呈する。

いレベルで、第31図77の一括土器が出土した。口縁部形態は不明であるが、粗製の深鉢形土器で

地文に原体RL単節縄文が施されている。 II群土器に相当する。埋土及び遺物の出土状況から

は少なくとも と考えられる。

S K25 (第12• 31図、第4

L T59グリッドに位置し、

を測る。底面は起伏が著しし

!習に細分でき、自然堆積を呈する G

9 • 21 • 32) 

る。 径82cI11の

-l-サ
a) -80 

m

2

1

 

m
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土

埋
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上

し

し呈を

り

S K26 

(78) とアレイク

図版9) 

し、 II する。

L T59グリッドに位置し、 SK25の西側に近接している。

cm、税制~bcmU)情 I~Lj わを呈し、深さ 23cm~27cm を測る G

はVI層上面である D 長斡81

N 74
0 

vVである。

円
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予言4事 調査の記録

しし北東側から南西側に緩く

外反する。埋土は 4躍に細分でき、

-;7 

Q 口 上がり、

は出土しなかったが、

りに並行する位置で、長さ45cm、幅15cmの角際 1個検出した。レベル的にW層中であること、

また、埋土の堆積状況から構築茜は少なくとも N層中と考えられる。

S K29 (第12• 31図、第4表、図版9& 21) 

MA61グリッドに位置し、

し、深さ 20cm~32cm

反し、東側で弧状

λν あで

ら

E

M

W

 

A

一

何

回

h

f

f

 

思

南

羽

目

、

キ
J

由

ハ

ソ

ー

あ

1 m~l. lJTI の円形を

f 

{2io 
ノ

りかは31警に縮分でき、
。
之〔
U

寸
y
口五キz
一

ら完形に近し 1 した(第31図80)。出土状況は口縁側が壁を向くやや横倒し

の状況を呈し、底面からは 9cm程浮いている。

S K30 (第12• 31図、第4表、図版、9• 32) 

L S57グリッドに位置し、確認面はV麗上面である G 長軸140cm、組軸95cmの楕円形を呈し、

する。

さ 20cm~34cmを測る。長軸方位はN 73
0

- Wである。底面は中央に向かつて傾斜するが、

側からの傾斜角が大きい。壁は南西側で垂直に立ち上がり、 1他は緩く外領する。 理士は 4層に

細分でき、自然堆積を呈する。遺物は埋土の 2層中から II群土器に相当する縄文土語片(第31

図81---86) とブレイク数点が出土した。

言長31(第13図、図版ヲ)

MA55グリッドに位置し、確認面はV層上面である。長軸1.47m、短軸1.07mの楕円形

し、深さ26cnr'-32cmを測る。長軸方位はN-58
0

- Eである。底密は北西側に片寄り、

しい。壁はほぼ垂直に立ち上がる。南西隅部で、径30cm、深さ10cmの円形を呈するピットを検出

した。埋土の堆積状況から本遺構が新しい。埋土は 5層に細分でき、自然堆積を呈ずる。遺物

は埋土の 1層から縄文土器片とブレイクが数点出土した。図示できなかったがII群土器に相当

する。

S K35 (第12図、図版 9) 

LT57.58グリッドに位置し、確認韻はVI層上面である。長軸91cm、盟軸70cmの楕円形を呈

し、深さ 5cm~12cmを測るロ長車由方位N-52
0

-Wである。底面は起伏が著しく、北西側

深部がある口壁は緩やかに立ち上がる。埋土は 2層に組合でき、人為堆請を呈する。 遺物は出

土しなかったが、確認、面 e埋土から 5cm~40cm大の亜角擦を

S K36 (第12• 32図、第4表、図版9• 21 • 32) 

lVIA58グリッドに位置し、北東側のSK39 D 40と隣接する。確認面はVI層上面である。

cm'"'--'95cmの略円形を皐し、深さ 11cm~45cmを測る。底面は中央部に向かつて緩く傾斜し、径50

cm'"'--'60cmの出みに移行する。回みの底面は起伏が著ししユ。壁は凹みの底面から垂直に立ち上が

28 



第 1節縄女時代の遺構と漬物

った後、関口部に向かつて大きく開く。理土は 4層に細分でき、

土 I層から縄文土器片、ブレイクが多数出土した

S K38 (第13• 321司、第4表、図版10• 21 • 22 • 32) 

L S 45 • 46グリッド(二位置し、確認荷はV

25cmをj贈る。東側は若干張り出しているが、

は中央に向って起伏をもちながら傾斜する。最大深部は

を思する。

すべて する。

.1mの円形を呈し、深さ llcm~

ら患の崩壊と考えられる。底面

は南側から

かけ ち上がり、
ノ

¥ 

する。 り

も多く

e ブレイク

る。埋土は2層

した(第32図94，...__104)。ま

を呈

3 cm 

H
h
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際

ツ
円
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ク

大

る

諮

問
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す
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日

S

M

まれ、遺物は中央から にかけて分布する。 II

図版10)

し、 SK36の北西側、 SK40の南東側に 。円

である。径47crn~52cmの略円形を長し、深さ 12cm を測る。 で、壁はほ ち

上がる。埋土は 3膚

S K40 

MA58グリッド

き、自然堆積を呈する。遺物は出土しなかっ

図版10• 32) 

し、北東側のSK36 • 39と隣接する。確認商はYl層上面である。長軸

58cI11、短斡47cmの楕円形を呈し、深さ 13cm-~17cm を測る。長事由方位はN 45
0 
Eである口

は緩い起伏があり、壁はほぽ垂直に立ち上がる。埋土は 3層に細分でき、自然堆積を呈する。

は埋土 2J蓄から第32図105の胸部破片 1点が出土した。胎土に繊維を含み、原体LRL

節縄文が施文されている。

S K54 (第13図、図版10)

L S51グリッドに位置し、南側の SK55に隣接している。確認、面はV層上面である。長軸90

cm、短軸75cl11の楕円形を呈し、深さ 12cm~15cmを測る。長軸方位はN 50 Wである。底面は

に向かつて緩く傾斜し、径55cm、深さ26cmを測るピット状の凹みに移行する。壁は全般に

く外反するが、凹みの北壁は垂直に立ち上がったのち弧状を呈しながら開いている口埋土は

5膚に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は出土しなかった。

S K55 (第13図、図版10)

L S51グリッドに位置し、北側のSK54に隣接している。 確認、商はV層上部である。長車自1.3

m、短軸85cmの楕円形を呈し、深さ 18cm~22cm を測る c 長軸方位はN-82
0

-Wである。底面は

n かに立ち上がる口埋土は 2層に細分でき、自 る。

は出土しなかった 0

S K58 (第 4• 33図、第4 5 • 10・

日
吋
U

円
/
}



常
用

L T50クリッド し、南側のSK59に している。 V るが後:←世の

は不明

る。 II

けているため全容は不明である。撹乱土から

であるが、地文に絡条体R撚が施文された胴上部にくびれをも

するD

S K63 (第l3図、図版10)

い
h
t

リ
ノ

E
S，ノク

-

回

る
B

あ

M

で口付J門口J

し、確認面はV膚上面であるむ

.4m、深さ 10cm.~30cm を沼初、平在日三

るため全容は不

す口一止を

れるむ底面は中央に向かつて{頃斜し、

底面中央部南西寄りでSB37のP6と

暗掲色土の単一層である。

条体L撚を施文し

S K64 (第13圏、図版10)

lVI B 60グリッドに位置し、確認面はVI層上面である o S B37のP5 • 6間を結ぶ線上にあり、

P 5に隣接しているが、新!日関係は不明であるD 長軸98cm、短軸80cmの楕円形を呈し、深さ12

ら

ち上がる。

しし Jo 埋土は

きなかったした口

する。

cm..-.__.20cmを測る。長軸方位はN-520 - VVである。底面は中央に向って緩く傾斜し、壁はほぼ垂

直に立ち上がる。埋土は 2層に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は埋土 1層からブレイク 2

点が出土L

S K66 (第13問、図版10)

謂査区北西端、 MB61グリッドに位置し、確認面はV層上屈である。

るため全容は不明で、ある。現存する形態から径105cm、深さ22cmの円形を呈すると思われる。底

面はほぼ平坦、，壁は垂直に立ち上がる。埋土は 2層に細分でき、自然堆積を呈する。遺物は出

土しなかった。

S K69 (第14• 32 • 33図、第4表、図版11• 22 • 33) 

L T49グリッド る。 S1 61の北側壁溝に切られているため全容は不明で・ある。

面はS161の床面 V 層上面である己径80cm~85cmの円形を呈し、深さ 7 cm~ 10cmを測る。

はほぼ平坦で、壁は緩く外傾する c 底面北西側にはS1 61の壁溝が残存し、本遺構底面との比

は2cm~ 4 cmを潤る。埋土は 2層に細分でき。

ら縄文土器片 3{I重体が出土した(第32• 33図106------110)。

を呈する。 造物は確認面 s 埋土か

ら北muの破壊を受けた

す?
Q 円部分にも広がりがあった

S Kiu (第14• 33図、

い円 106---110はII

会 33)
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第 1節縄文時代の遺構と遺物

を呈すると思われる。 しく、
。
る に1r:T1刀斗つ

。
ノ
¥開

少なくとも

は6層に細分でき、

されたと

を呈する。また、

@ブレ

イク した。また、 5 

33図112 113は である。 114は異伺体であるが、

する。

S K71 

lVIA46グリッド

担旬。底面

1) 

VII吾ト商であるの J径80cmの不整円形を呈し、深さ56cmを

を呈し、援は北東側でオーバーハング、南西側で緩く外傾し、確認面下12cm

に向かつて強く外反する口埋土は 2層に細分でき、自然堤積を皇する口

S K72 図版11)

lVIA60グリッドに位置し、確認面は

は不明である。長軸85cm、

N 31
0 

Wである。底面

は61習に細分でき、

ある o S B37のフGラン るが、

を呈し、深さ20cm--32cmをmUる。主軸は

となるむ壁は緩く外傾する D 埋土

きなかったが、埋土から 7
2
i
 

T
s
i
 

Jd'v''

司也、、

し

S K73 図版11)

lVI A59グリッドに位置し、確認面は VI層と面である。長軸65cm、珪軸42cm~58cmの不整楕円

形を呈し、深さ12cmを測る。長軸方{立はN-210- Eである。底面は平坦で、、壁は緩く外傾する。

は自然堆積を呈し、 3f習に細分したが 1• 3層は同じと考えられる。遺物は出土しなかっ

た。

S K74 (第14図、図版11)

L T57グリッドに位置し、

cm~10cm を測る。

伏をもちながら夕刊頃する。

る。怪52cm--56cmの略円形を呈し、深さ 3

に向かつて傾斜する。壁は緩い起

はVI

3起伏があり、

ヴ

'c>J 0 Jま しなかった。

S K79 「
;) • 33) 

lVIA48グリ、ソドに位胃し、 S1 61石間炉の西側に隣接している。

V眉ト荷に相当する D 筏1.5mの略円形を呈し、深さ18cmを測る己

はS1 61の床面で、

あり、壁は

を呈するベンガラを検出した。底面からは 3

》ている。埋士は 2層に細分したが、 l層はS1 61の埋土である o 2 I警は炭化物 eノト擦

を混入し、締まりがかなり強い人為堆積を呈するハ遺物は埋土 2層から繍文土器片と石鉱4

31 
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?節 祢と主時代の;輩横と遺物

した(第33図115~117、 S 6 ~ S 9 )0 II する。

2節 弥生時代の遺構と遺物

し竪穴住居跡

S 128 (第15• 34図、第5表、図版12• 22・34)

LT60グリッド

けているため全容は不明である

穴住居跡である c 規模は長軸2.3m、短軸1.7m、

Eである。壁高は10cmを測り、ほぽ垂直に立ち上がる。壁直下に

はVI ー』司

王ち会 G

@地床炉を有する竪

N 16
0 

3 cm---lOcm、深さ 6cnl~~21cn1 ているロ

で竪散である口床面のほぼ中央部に地床炉が設けられ、長軸 1m、短軸32cmの長楕円形

を呈し、床面下3cm程まで赤変。硬化している。柱穴は壁溝内に穿たれ、全部で12本検出した。

荏10cm~30cmの円形 s 楕円形を皇し、深さ 9cm-------27cmを測る c 埋土は 61警に細分でき、

を呈する。 3~6 層は壁柱穴の埋土である c 黒色土 e 黒褐色土を主体とし、炭化物、焼土粒

を混入する。

い。その場合、

-壁柱穴の埋土に顕著であったことから本遺構は焼失家屋の可能性が高

きいと盟、われる地床炉の一部は、焼失の痕跡

と考えられる。

遺物は第34図118--121の他に埋土から縄文土器片 (II群土器)、ブレイクが出土した。 120以

外は炉周辺の床面から出土し、横転し、押し演された状況を呈する。 118は二次焼成の痕跡が著

しい台付鉢である。 120がII群土器、他はW群土器に相当する。

S 133 (第16• 34図、第5• 20表、図版13• 14 • 22 • 34) 

調査区中央LS 52 • 53グリッドに位置し、確認面はN層上面である。北東側の約半分が調査

区外にかかっているため全容は不明であるが、平面形は円形を皇し、北西壁下に土器埋設遺構

を有する竪穴住居跡である G 本遺構はW層上面で困層(十和田 a火山灰)の半円状を呈するプ

ランを検出したため、その存在を予想することができた。 る規模は長径6.9m、短径3.0

m、壁高30cm--40cm を 1~~ る。壁は緩 l)弧状を皐し、特に南西側は著しい。床面は緩い起伏をも

ちながら中央に向かつて傾斜し、最大深部で確認商から55cmを測る。柱穴は全部で4本検出し

径33cm~45cmの円形を皐し、深さ llcm--59cm を測る o P 1 • 2とP3 • 4がそれぞれ形態

はP1 • 2、 ある o P 2は径36cl11..，深さ26cmを測るピット状の

回みと重複するが、

自然堆積を呈し、 1~3層

らP2が新しい。埋土はP3 

I .~ III層に相当する。 4

て8層に細分したD

づド

っJ



4霊安 調査の記録

8 

_8_ 102.5m 
120 

S 128 

1 黒褐1s土 (10YR完)

黒色土(lOYRち)

黒福色土 (10Y

黒褐色土(lOY

i清間色土 (lOY

黒褐色土(lOY

1 121 
. @守

119 

粘性若干、しまりあり、炭化物 1mm-5 mm大5%、地山粒 lmm-2mm大10%、小磯 5mm-
20mm大 5%混入

粘性ι:子、 しまりあ 1)、炭化物lOmrn-30mm大10%、地ILi粒 Imm-2rnm大 59-&、焼土粒 1mrn 
大 2%、，j;li*3 mm-5 mm大3%混入
粘性若干、しまりあり、炭化物 3mm大 1%、地山粒 1rnm-2 mm大10%混入
粘性脊子、しまりあり、焼土粒3mm大 2%、地111粒 2mm大3%混入
粘性若干、 しまりあり、炭{ヒ物 e焼士粒30'?手混入

粘性若干、しまり欠ける、焼土粒 2mm大10%、炭化物 1mm大 59-8、地山粒3IIlI11大10%混入

5関 SI
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第 2節弥生時代の遺構と遺物

とするが、

九

6 f曹 ら摺り方の痕跡を留めたものと考えられる c また、

され、 VI層(地山)を10cm--------30cm程掘り下げているこ

しなかった

さ20cmをる。

と

面形は径25cm~28cmの

d 1. 5cm~ 4 
、
レf

一

}
J
I
)
 

叶

J
Q

1+ !3:ヨ
V三子、， .て

斗こ司 、ソ

(II 

S 10 • 11)0 122、124、125、129、S10 

した。

ブレイク、

127 

ら出土している口また、
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第4章調査の記録

り (II 、石器、ブレイク

134~ 143、S12~-1針。 える。 133

し、若干押し演された

他は埋土から出土している。

を呈する。 133、143、S19は

S I 60 (第18 35'"'-'37盟、第56. • 22 0 23 • 35) 

L S 48'"'-'50、 LT49 • 50グ 1)、ソド し、 S133の南東側4.8m、S161の北側

1.4mに近接している。 る。北東側の約半分

にかかり、また、 を受けているた は不明であ

るが、 る。また、埋土

及び床面上から焼土@炭化物を にイ:会出したことから と判断した。 る規才莫は

.8m、短径4.0m、壁高30cm'"'-'38cmを測り、推定長軸方位はN-32
0

-"Wであるむ壁は緩く

し、直下に上面椙20cl11"----30cl11、底間賠5cm---lOcm、深さ 23cm~-32cmを測る溝が巡る。断面

は漏斗状を呈し、底面は起伏が著しし極端に狭くなる部分がある。西壁部分、が裡苦しを受け

ているため不明ではあるが、

いる。埋め戻しは行われておら y 、

た

や南寄りの部分では、床面から深さ 5cmと
Pム♂

、んよっし

すでに設計されていたと考えられる。床面はほぼ

している。特に炉の周辺は顕著で、炭化物 e焼土

く堆積していた。柱穴は全部で10本検出した。怪20cl11'"'-'50cl11の円形を呈し、深さ32cm--66

CI11を測る。主柱穴はP1 • 4で、他は支柱穴であり、主柱の外側に数本の古性を配置する

が窺える。埋土はP1 .基本層を含めて12層に細分でき、自然堆積を呈する。

土を主体、とし、 1~ 3は炭化物@焼土粒。焼土ブ口ツクを多量に混入する。

土は、炭化物を混入するものの焼土の混入は少なく全般的に締まりがない。また、

から本遺構はW層上部で構築され、 VI麿(地山)を10cI11程掘り下げていることが窺える。

仁のI';J

はi里土号

した。構造は径94cl11~ 110cI11、深さ 15cl11~22cl11の略円形に

、地111粒を混入した碕褐色土を充填する c その後、径65cl11'"'-'72cl11、深さ14cI11の

り下げ、 りに
寸

/~ 0 

らは10cI11浮いている。理土は13層に細分した。 2e3隠

しいハ 4 '"'-'111請は陪補同十の子土屋!留で、令市的ににぷい

き ll 1. 12 

144--161、S20--22)。 し、押しj宣され P7--9 

2間中から炭する 149、150、152、153、162)。また、こ

42 -
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~}í性あり、 しまりやや欠ける、炭化物 1mm-:; mm大 Sc?eo、地111粒 1mm-2 mm大 5九泌入
f，'i性幸子一千、 しまりやや欠ける、池JlJ粒及びブロック状20%混入

る、炭化物 1mm-5岡田大 5~6、地山粒 1 mm-2 mm大 5ij/o浪人
る、 i也山:1:立及びブロソク ~k20%ì昆入

まりやや欠ける、炭化物 2mm-5mm大 7%、地山粒 1mm-2 mm大及びフ。ロ

地山粒 1mm-2 mm大 5%iJ宅入
状20%i昆入

粘性あり、 しまりなし、炭化物 1mm-5 mm大 5
粘'i"!:者r-，しまりやや欠ける、地山粒及びブロ τソ

粘性あり、しまり
給i主若 i二、 しまり

;!三色 仁(lOYIミヲゴ)粘'I!主あり
5 mm大5
ブ 1コソ

S 160 (E -F) 
1 茶色土 (10Y
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1)、 しまり強、小喋 3羽田-5 mm大 1%混入

り、 しまり強、地111ブロヴク状10%、炭化物 1111111-2111111大 1

り、 しまりあり、 tm山粒 1IIIm-3mlll大10%、小(li!M3Illlll-
しまりやや欠ける、地LU.j'l'L mm-5 mm大 1%、ブロッ

R) 

小叫 3ITlI11- mmAI0%i昆人

A 

S 160竪穴生麗跡

43 • 44 

第13国



第2節弥生時代の遺構と遺物

:としている口 147 ‘ 146は]47に半ば埋まる している市

144 . L18 ;から したものと考えられる。 1510 

ある円
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し けているた

て不良であったハ

S i 61 6 " 7 " 20表、図版16• 17 • 23~25 35) 

MB47 • 48グリッドl二位置し、 S160の南側1.4m して

いる。 他はV

は不明であるが、

ブロック e炭化物を

る。南西側が後世の撹乱 けており、

た、 しfこことから、

えが行われ、ま

し

る り

る。
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形を呈する。

を巡り、 P9 10 2 由し、 P11• 3の外側

26
0

-Wである。
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イミ三妥十戸ふ、 十ラよぎ }ごF
l. C'とj_iP-つi，-/)、 1a:- すると
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し、深さ 26cm~51cm を測る。 P 5 .11 、P3 • 6 ら 50cm~90cm内側に れ、

を呈する。
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2節 弥生時代の遺構と遺物
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LT 五在A51 52グリッド

ため全容は不明である。

ところで、10cmを測る。

3 

lま る。東側がS132に切られている

を長し、掘り込みをもたない。

を多量に

しj貴されたら

化物、

し口正を
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LT おlA52グリッド

7表、関版18 25 36) 

し、 SN47の北西側に近接している。

り込みをもたない。

である。炭化物は開立でも多く

である。

を測り、
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を呈する。また、口縁部付近から西側に
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第 4章調査の記録

あるが、 から百眉地山田ま

めないことから、

り下げた時点

り方を呈したものと考えら

されるならば、

15cl11------20cm 

れる c このよう

した住居跡、の可能性

J 号

S Q43 

A 

~-) 
J 、

るものとしてあ宝えられるの

図版18

L S L T51グリッド(二位置する口 S133とS160のほぼ中間にあり、確認面はN

ある。 13cm'"'--'33cm大の亜角際10個が径1.85mを測る緩い弧状に立て捉えられ、西側に関口して

いる。周辺に 4個の際が散在しているが、本選構に伴うものかは不明で、ある。弧の内側で径50

cm、深さ 2cm'"'--' 10cmを測る不整形の落ち込みを検出したが、埋土の堆積状況から自然的凹みと

判断した。遺物は出土しなかったが、集石に石田が1点含まれていた(第43図S 。

S Q49 (第21• 43図、第7表、図版18• 25 36) 

L S48グリッド lIいλ。 /，j- らN層上部で

ある。北東側が調査区外にかかっているため全容は不明であるが、 5cm~50cm大以上の

.8m内に密集してしユる。遺物は縄文土器片 (II群土器)、ブレイクが数点、傑と同

レベルで出土した(第43図214~'216)。

S Q50 (第21• 43図、第 7 • 20表、図版18• 36) 

L S L T47グリッドに位霞し、 SQ43の南側に近接している。確認面はN層上部である 0

2.0mの略丹形を呈し、北側と

し、

した

自のところがある。 アハ》
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平安時代の遺構と泣物
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第3節平安時代の遺構と遺物
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第4章調査の記録

は長軸1.7m、短軸1.3m、深さ 6cm の方形状に一段低くなり、良く踏み閉められている口

は 14m2を測る。柱穴は各隅部の壁i幕内に計 4 本穿たれ、 i壬22cm~30cmの円形を呈する。

深さはP1 • 2が23cm、P3 • 4が30cmで、ある。 埋土は 7層に細分でき、炭化物 a浮石粒を混

入する自然堆積を呈する。 2層は混入物を含まない明黄褐色土で、調査段階では浮石粒と

る火山灰と判断した。カマド周辺及び東側隅部に分布し、加熱により脆弱した 5cm'" 3 Ocm大の

亜角擦が多く共伴している。カマドは南東壁南寄りに付設されている。長軸1.2m、短軸45cmの

楕円形を畏し、床面から10cm程掘り込まれている。長軸方位はN-1250 - Eを向く D 底面は燃焼

部がほぼ平坦で、赤変@硬化が著しく、煙道部は緩い起伏があり、 15
0

の勾配で立ち上がる。袖

s火山灰をi混箆入する地lμ山u土と 8cm~~2お5cm大の亜:角角醇穣iで

1脆危弱が著ししい瓦O 支脚は検出されなかった。:t軍土は12層に細分できるむ大部分は天井部 e袖部の

崩壊土で、浮石粒 e 火山灰をブロック ~I犬に混入している。東側隅部で検出した火山灰@際は、

カマド崩壊時に散苦しした可能性がある。

遺物はカマド周辺及びカマドの理土から土師器婆 1個体(第44図218)と、南西壁西寄り

ら釘状鉄製品 3点(第44図K1)が出土した。

S 132 (第24 44盟、第7 8 20表、図版19• 20 • 36) 

調査区中央LT MA51. 52グリッド し、 はN

.05m、

る。 は方形を

呈し、 .ヲ5m、 .35m、
主事

り

25cm~35cm を測る る。壁はほぼ垂直に立ちよがり、北東壁 e

が構築されている。上面幅10cm~15cm、底面幡 4cm'" 8 cm、深さ 3cm~14cm を測り、

t夫が著しい己床面はほぼ平坦であるが、それほど竪f散ではなく、床面積は11討を測る門性穴は

各隅部に計 4 本穿たれている。径20cm~25cmの円形を呈し、深さ 26cm~55cm を測る。カマドは

検出されなかった。埋土は 4濯に細分でき、

を呈する。 2I曹は混入物を含まなし

され、摩いところ

(II群土器)、

@炭化物を少量混入する黒褐色土の白

、S1 18の火山灰と同じであると判断し
ヲア
，-e，【
功/ U 

ブレイク

量に出土したが S 29'" S 31)、土師器片等 (V も してい

は、

を切っ

~l る。

しているためー (W ない。

(") Lプ口口吉弘↓主主主
L.t!! /)日'JJJl!!'If!手

S X51 (第24 8 36) 

l¥r1A母 MB46 47グリッドに位置し、確認蕗はN

るが、長さ3.0m、幅50cmの溝状を呈する

る。一部調査区外にあたるため

りである。埋土から

44A 

円同
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活3節不安時代し遺構と造物

n
，，陶
η唱
MS
 

Q
 

P 4 

8 

「、、¥、、

A 

W 

10:i.7m B 

。ロ
目
的
“
円
。

MA51 
-j、

S 132 

1 泉溺色ニt.(10YRち) 粘性あり、 しまりやや欠ける、 3岡田大の浮石粒少量、小燦 5%、 3胴大のI白山粒少量混入
2 n府茨尚色上 (lu."YR 9-~)火山灰
3 黒潟色土 (10YRち) 粘性あり、 しまりあり、 1 mm-2冊目の浮石粒微量、小礁微量、炭化物微量、 1田田-2問聞の地[11粒微量混入
4 f!il，褐色ゴニ (lOYR%) 粘性あり、 しまりあり、 3 岡田大の浮石粒íi&~JR、小隊微量、地山粒{数量、炭化物微量混入

¥、
l
l
/待
)

伊
句
J
U
V
A
 
qv m
 日

∞
.
円

SX51 )

)

 

/
1
/
1
 

日
/
2
/

R

R

 

Y

Y

 

A
V
ハ
Hυ

1
t晶

1
8ム

5 
り、 しまりあり、;手石f立:iq-&、炭イヒ物 1gi混入

第24~君 S I 32竪穴住窟跡.S X51不明遺構

電)/



第 4叢 言問苓の京銀

化木を検出したため、倒木後、二次的

した(第44図228~230)o II 

7
9
 
れらょ

ん

。

考

る

と

す
の~JU 

十
九 ムソ

第 4節出土遺物

諏訪台C遺跡では縄文時代前期、後期、 弥生時代前半、平安時代の遺物が出土してい

るc 特にこ

これら 2時期の遺物についてだ

遺跡の全体を把握する意図から、

く、本遺跡を特色づけている。この意味から

な分類を検討すべきかもしれないが、ここでは諏訪台C

については上記5つの時期に照点を合せ

で、一括し、器種ごとの説明を行う。を行う。また、石器について

し土器。土製品(第27~62図、第 2 ~19表、図版21~51 • 57 • 58) 

を時期(群)、類別を器種、細別を文様@技法と表現し、それぞれ口一マ数字、大

文字のアルファベット、小文字のアルファベットで表記した。さらに個々の器覆において形態

の異なる場合は算用数字を添えてあり、器形の把握できないものは共通項目でとらえられる仲

間を一括した。この際に、 N群では器形の全容の分かるものが多いがII群ではそれが少なく

る。そのために、分類は立群では折り返し口縁の有無と口縁部文様帯の相違に

主眼をおきlV群では形態の変化と文様の有り方に主眼をおいた口また、ミニチュ

についても類別分類として一括し、細別分類で形態変化を説明した。

めるが、個々の遺物の説明は、基準となったものや特に説明を必要とするものに限りおこない、

個々の破片については遺物観察表によることにした口 I群から V群はそれぞれ、縄文時代前期、
ム

平安時代を表している。
ず

I群A類深鉢で繊維を含む。

1 A a 表面は縄文で、裏面に条痕文をもっ (231~242)o 231 • 232は口縁部でやや外反し、 242

は底部で底面端部が張り断面が薄いD

1 A b 表面は縄文で、裏面が無文である (24~26 • 243'""-'255t 243は

255は底部でソ:h型である。

亘群A1類 精製の深鉢で折り返し口縁をもたない。

n A 1 a 口縁部の地文は縄文で、口唇部直下は無文である (43• 45 • 87 • 89 • 91 ~93 • 99 • 

る己

228 • 256'"'-"2旬、 262-~28 1)o 92 • 99は小型の深鉢で、92は波状突起をもっ口縁99は平口縁である。

頚部は緩やかにすぽまり胴部では中央に最大径がある口 92は斜縄文を地文とし口縁部と胴下位

に弧状の連結文のある 2本一組を中心にした平行沈線の区画があり、そこから派生する波状と

。。
戸

h
d
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II A 1 a 」一一「一事工エτ¥1- 。
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スクリーントーンは縄文;を表わしている
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分。
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¥ ミ。 99は92と同じような区画を腕

て3

る。沈線は丸くて太い。

2 となる

II A 1 b 口縁部の地文 ある (27・71• 74・81• 282~285 • 383 • 397)0 282は2

の をもつ をもち、 をもっo E同部

と地文が撚糸文の服部とには 2 をめぐらせ、地文が無文の
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している。

II A 1 c 口縁部の地文は縄文で、

をもっ口縁 (225• 261 .や平

くて太いものと細し￥ものがある。

も縄文

ー?

"';) 

(72 • 225 • 261 • 286~290)己 LU

をもっO

立 2 

諮っfha日品八百

、折り返し

は縄文で、折り

をもっ口

る (20• 106 • 108 • 110 • 137 • 291 

。山形口縁 (20• 108 • 137 • 291 • 292ぺ95• 302) と平口縁がある。 108は頂部の沈線に

よって 2
、，__、
r~ 七- ) 

....:- - ，; -:;. 

セソ九令己

る。地文は縄文で、

はやはり 2

る沈線で波状j完結文があり、そのト.下に沈線による楕円文、渦巻文、 C字形の入組文な

どを配している。上位平行沈静くの一部に端部が丸まる部分が認められる。沈静、は丸くて太いo

IIA2b 口縁部の地文は無文で、折り返し部分も無文である (304~309)0 305と306は

体で山形状を呈する。平行沈線や渦巻~，犬の沈線文で、沈静tは丸いがそう太くない。 309の沈線は

丸く太いが、他の丸く太し

立A2c 折り返し部分

それ以外

は折 1)

に比べて浅く異質である。

を施す (310~315)0 310 311は同一偲体で折り返し部分

をもっ0312は折り返し部分

)~つ
.::.， 

その他は平行沈線をもっo313 

をもつむ他は平行沈線をも

つ。 314は折り返し部分は竹管状の利突文、その胞

は丸くて細く、 312• 314 • 315では丸くて太い。

ふ ~ì
白一 - - は310 311. 313で

日群A3類

立A3a 斜縄文の地文

を一括する。

を施す (8 • 14 • 28~30 • 35~38 • 44 • 50 • 73 • 78 • 83 • 84 • 

94 • 102 103. 112~ 114 116 205. 214 • 215 • 229 • 316~382)。沈線で文様が施され、

. s字状を縦@横やそれらの逆にしたような曲線文様など

ハリpo 
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ている。 縦位の沈線文はない。

られる

耳A3b 撚糸文の地文

いものと細いものがある。 325• 326 • 329には

(384~396)。文様は A3a 類と 曲線文の沈線
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(398~41針。沈椋で文様が施され、

ある。沈線は丸く太いものと細いものがある。
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ぎみに立ち上がる (7.ヲ等 10• 64 • 79 • 415 • 416 • 418-----421)。地文

もの (7 • 41ヲ)がある。 418は口縁端をわずかにつまみだすG

く口縁部が直線的に立ち上がる (52• 55"-58 • 90 • 95~-98 • 13ト 141

ぎみのものと、やや外反して立ち上がるもの

か ぎみに立ちーとがる。
、←
'ヨ" も立A4c

-!-

llA4d 

LLI背になるものは5) と

ある。

して立ち上がる (15• 22 • 41 • 

ものがあるむ 41は口縁部に最大佳をもち、 lま

をもっ O

立群A5

サデの痕跡がある。

、折り返し口縁をもっ。

ITA5a 胸中央部から口縁部にかけて、内反もしくは直緯的に立ち上がる (59.417 辱 446~~

461)0 417は胴中央部やや上位に最大径があり、 446ではほぽ中央部である G 折り返し部は417で

はミガキ、 446ではナデを施し、 417の縄文は最終の撚りが弱く個々の条が曲線的となる。

IIA5b 頚部が緩やかに屈曲し、口縁部で直立ぎみとなる(13)013は山形突起の口縁をもち、

にあり、そこから下位は縄文、

文となる G

立群A6類 る害 19• 40 • 76 • 77 • 100 • 101 • 117 • 142 • 143 • 462 

日韓A7類 深鉢と考えられるものを一括する (1 • 2 • 11 • 16~ 18毎 21会 23盆 31"-34 

• 39 • 42 46 48' 49 • 53 54. 68 85. 86 • 88 • 105 107 109. 111 • 115 • 139 • 140 • 211 

• 230)。

亘書手話類 -7 
Q • 481~4(5)。 をもつもの (483• 484)、

をもつもの (481 485)がある。 481

と

えられるもの (482)、地文が無文で細かし

に穴のあく手と門球部に をもっ。 マア
F戸
、

61 
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ものではなく γ-
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さ dうι弘:令。

豆 • 104 • 121 • 226 (51 104 121 

に分けられる。

してし 3る。 )-前十 h ス
'--/(二山〆i.J〆1C .... ::J 0 

る(3c 5 0 毛o 60 • 62 • 63 盆 65~67 号 69 • 70 0 503~507 • 513 • 

つもの (3 哩 60• 62 • 

をもつものなどがある。 a 吉本の他iに、 70 503 と思われる。

る。

体部け捕すっ六、翠首都内ム|寸縁部け鉦V("あろはniハ州は平肢の!良部で¥体部は中央に

をもち球形を呈する。 して、 る。

ガキ

車 重量 全面が無文である門出はIIIBa 」戸 。刀ヘ Lつ、 し、

部EC語道 した (508会 509)円 598

liしるの

ち

れ、 511
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はミガキ さhている。
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器措ごとの縮尺はほぽ統ーしている
スクリーントーンは縄文を表わしている
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〉

つ

/
と地域によっ

なるもの

る。すなわち、浅鉢と鉢、

ておきたい。 '
し
シ
}

3

》ひ

/ 
¥ として扱い、はじめにこれらと鉢@

6 開における る胴部や休部における最大売の比率を育行者では 1: 1.5" 

けることにする。この時の最大隔を固定したのが第26図であるむこの図

を浅鉢、基準a• b間の場合を鉢、基準bを上回る場合

そして深鉢と警については、細部の形態から次のように分けた。

く口縁部が内傾するもの、護では頚部が屈曲し口縁部は荏立もしく

1 : 1となる

の中で、おお

を深鉢 s

は外反するものとした。

鎮深鉢であるD

IVA 1 口議部は内傾し服部のやや上位が最大径となる。胴部には縄文、口縁部には横ナデを

施す。 164は口唇部で凹凸を示し底部を欠損する。粘土紐の接合が明瞭で、接合痕は内{頃を示すD

内面はナデを施す。

IVA2 口縁部には小波状が連続し、口容部の直下が小さく「く」の字状になる。胴部上位で

最大径となる。胸部には縄文、口縁部には横ナデを施す (165• 166)0 165φ166は底部を欠損し、

粘土紐の接合が明瞭である。 165の接合痕は外傾を示し、 166の胴上位には横位の刷毛白状痕跡

を認める。内面にはナデを施す。

IVA3 口縁部は しその直下が最大径となる。 は横に張り出し、胴部には縄文、口縁

は横ナデを施す (530)0530は胴部 t半分と口縁部には炭化物が顕著に付着する c 内商は横

位のヘラケズリー→ナデを施す。

IVA4a 頚部は緩やかに窪み口縁部は直立する。胴上位に最大佳をもつが張りが少ない。胴

は縄文、口縁部にはミガキを施す(183• 184)0 183は縄文施文以前の刷毛目状痕跡をとどめ

る。内面は横位のへラケズリ→ナデを施す。 184ではミガキを施す。両方とも縄文施文の後に部

分的なナデを施す。

IVA4b A4aとは口縁部にも

し、全面に炭化物が付着する c

を施す違いがある (207)0207の内面は丁寧なミガキを施

IVA5 をもっ口 と貼1曹をもち、それJ_;)、外には縄文を

170は底部を欠損している。

キを施す。 沈線は丸く太い。

は8 は丸し レ十九ブ
(__'c¥，包〉。 ミガ

IVA6 深鉢と

ミガキ

した号 545~547 • 515は

ナデネ姉す円内面には刷毛
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り、その後にミガキを施している。

。
デ"E同音日にNB1a 口縁部は窓く

縄文を施す (209)0209 

ナデを施す口裏面には丁寧なミガキを施す。

IVB1b 形態はNB1a類と

となり強く張る。

っていると思われる。

込

り 上口
円

MMハ

3カてある (206)" 206 

められ、ミガキを施す。

NB2a 口縁部はやや外皮し、

ち、口縁部にはミガキ、胸部には縄文を施す(182)0182の突起は 7

之
'，'; 

には 1本の沈線をも

と思われ、波頭部は刺

と棒状工具による

IVB2b 形態はNB2aと類似し、

を施す違いがある (531)0531は本来7つ

は丸い沈線を施し、

。沈線は丸く太い。

ミガキを方包し

していたが、 lつが欠け

ミガキ 沈静立は丸く

太い。

日1B3 は長くやや外反し、 と v-二小さな山形突起をもっ。 ト」

なり強く張る。口縁部にはミガキ、胴部には縄文を施す (145)0145の突起は11単位で内面V¥こは

ミガキを施す。内面には粘土紐接合痕をとどめ、外荷腕下半を除くすべてに炭化物の付着があ

る。ま にはスリップを方包していると思われる。

IVB 4 は長く外反する。 一一
1入り ぎみとなり底部てもわずか

に張る。全体に縄文を施す (133)0133の口縁部の縄文は細部の回転軸方向 した方向で

る。内外面う。内商は丁寧なミガキを施す。

に炭化物が付着し、内面下半

NB5 口縁部は長く外反し、

縄文を施し、日腎部直下と

一部を残存するのみである。

細く粗雑で、ある。

にはi臨 1cmの均一

だれた斑状を呈している。

は緩い波状を呈する。胴部上位に最大径をもっ O

を施す(125)0125は口縁部と胴上位それから成部の

はミガキを施し、内外国は全体に炭化物が付着する。沈線は

IV岳5 警と思われるものを一括した(75• 123 • 134 • 144 • 148--150香 154• 155 • ] 77 • 189 • 

200-~202 毎 204 • 537----S39 • 544 • 548 • 549 • 551------555 • 560~S62 • 56ト 571• 573 • 581 • 

14舎は内面に沈線をもち、口縁部は直立する c沈線は丸く太l []縁部と内面にはミガキを施し

ほかは縄文である。 571は頭部に縄文を平行に押圧し、胸部は縦位に鋸歯;1犬沈線をもっ。

沈線開の幅の狭い部分には縄文を施し、!惜の広l)部分は無文となる。北線は細い。

ρ
h
v
 
ro 



第 4話、j 出土遺物

N群C類鉢である白

IVC1a 口縁部は直すし

三分

したがえ t~夕、三三三P 7」8て、な十コ 匂て よ7J品ぷ、

< 。

NC1b NC1aとは、

し、

ある口

IVC2 体部の外皮麿が鳴く、

J，.-
'- もつ。

る。 沈静立は丸く志郎、こ

らあえ してお

は丸く細い。こ 点、古L ぷ
て)cxソノベ}

欠

て
を

し

させる違いがある 172

ると考えられる。

ミガキを方包す。す(180)0180の内面には細い沈線があり、

器もあえて鉢形にしである。

IVC3 口唇部が緩い波状を皇し、口縁部

は丸く太しユ。この土

る。 には

ナデ、体部には縄文 (190)0 190の ケズリの後、 ミガキ

V~O {完延長は丸くやや吉田L￥。

し、 にわずかな屈曲をもっO 頚部の直下に最大径をもっOIVC4 

のある

ち、内面に

IVC5 

にはミガキを方程し、

ミガキを方包す。

(191)0 191は2 きや ~i

く太い。

をもち、そこから屈曲しなし した となる口 はわずか

には縄文を施す (567)0567の

る。沈線は丸く太い。

をもっ O 頚部には平行な

は7で、波頂部に沈線を

。
る民民

寸

H
H
I

にはミガキ、そ は2本の平行沈線、

は刷毛日状痕跡の後にミガキが施され、

IVC6 口縁部は山形突起をもち緩やかに外反し、

沈線、体部に縄文、口縁部にミガキを施す(187)0187の

ι~一、
むノ。

ノ

¥パ¥し"0

IVC7 は波状突起をもっ (568)0568 を施し、 8 と考えられ内面は

ミガキを方面す。

NC8 

部と

られ、

IVC 9 

lま をもち し、 をもっ O を施した後に

その間はミガキを施し無文となる (219)0219の突起は 4

。沈線は丸くやや継い。

と考え

1
2
 

・J
勺l
u
 

+ザ一 く張り出し
1 ，よ'一、 vア

こ/づ:。
よh

/ 

もち、他には縄文 (188)0 188の は8

ミガキ

同一部分の ?一-

'1''-- してし 3る。 く太い。

{
J
t
 

cnv 



4 

NC10 口縁部は緩やか をもち、

L. 

になる c 患部は上げ底になる。

ら体部上位にかけて をもち、他の部分には

縄文を施す(151• 569 • 570 • 575 • 578 • 579 • 591'"'-'594)臼 151の突起

りが入り 2つの小突起をつくる G 縄文は、体部では縦位、

り、光沢がある。 593の底部も同じ状況を皇している。内面には

1本の沈線があり、全面に丁寧なミガキを施す。沈線は丸く太いc

IVC11 鉢と考えられるものを一括した(124• 128 • 135 138. 156'"'-'160 • 167'"'-'169 • 17い 174

~ 176 • 178 • 179 • 203 22ト 532~536 • 540~543 • 550 • 55ト 563• 564 • 566告 572• 574 • 576 

• 577 • 580 • 582 • 583 • 586)。

N群。類浅鉢である。

f/D 1 体部は直線的に立ち上が札口縁部直下で最大となる。口縁部は短く直立する。

には平行沈線、変形工字文、縄文を施し、無文帯をもっ(152)0152は内面に 1本の平行沈線が

あり、縄文を施した部分以外は内外国ともにミガキを施す。コピ状の炭化物が付着している。

は丸く太い部分と鋭角的な部分とがある。

ND2 体部は直線的に立ち上がり、体部上位で最大径になる。胴部上位で内傾し、口縁部で

る。口縁部から体部にかけて、平行沈線、変形工字文、貼癒をもっ(153)0153は

1本の平行沈線があり、内外面に了寧なミガキを施す。また、内外面に黒色塗布の行わ

能性のある痕跡が部分的に認められ、その上に赤色塗布の認められる部分もある口沈線は丸く

太い。

ND3 体部は内湾ぎみに立ちとがり、口縁部の直下で最大径となる。口縁部は短く直立する。

口縁部から体部にかけて、平行沈線、変形工字文、貼療をもっ (603)0603は内面に 1本の平行

沈線を、内外部に丁寧なミガキを施す。沈線は細く、丸い部分と鋭角的な部分がある。

ND4a 底部から口縁部にかけて内奇して立ちょがる。口縁音[5から体部にかけて、平行沈線、

変形工字文、貼癌、縄文をもっ (208)0208は内面に浅い沈線状の痕跡を 1本もつO 縄文施文部

以外にはミガキを施す。沈線は丸く太い。

ND4b D4aとは体部下半の縄文と貼癌をもたない違いがある (604)0604は内面に l本の

浅い沈線、をもち、全面にミガキを施す。沈線は丸く太し )0

ND5 口縁部は緩やかな波状突起となり、底面から内寄して立ち上がる。体部には平行沈線、

変形工字文、貼1習をもち、口唇部にも沈線をもっ 221は突起は 4単位と思われ波頂部は

なり 2つに分かれる c 内面には 1本の平行沈線をもち、全面にミガキを施す。沈静くは

丸く太llo

IVD 6 かな 2 となり、

68 -

、
レ，
J して立ちとがる。 は
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6早ほと考えられ、突起聞の口唇部に

ミガキを施す。体部には部分的に光沢のある

~ 
0 

7
z
 
B
 
W
 

7
9
 

けられ、それら

ら直線的に立ち上がり口禄で外反する。体

をもっ (606)0606の突起は、牛頭形の突起と沈線で分断す

3つづっ駅される。突起聞には沈静、を施す。内外面にミ

フデキを施す。沈線は丸くフピい。

IVD8 浅鉢と考えられるものを一括した(193• 217 • 220 • 596~602 • 607~624 ・ 640)0 598は

ら直線的に口縁に軍る形熊で¥平行炊線、芳形ア宰す 日占鴎と内面口唇部近くに平行沈

をもつもので、口縁部は内{頃する。

は沈線により 2つに分かれるが、それぞれの頂部にさらに沈線状の窪みを施ある。

している。 は沈線があり、内面にも 2条の沈静くがある。沈線は丸く太い。 640

ほか施文技法が類似する193と向日イ国体と考えられる。沈静く

形を呈し太いO

IV群在籍 -? 

Q 口

NE 1 口縁部は液状者紀となり屈曲する頚部から外反する。体部上位に最大径をもち

は外反する。口縁部直下と台部直上に平行沈線をもち、体部には縄文を施す (192)0192の突起

は6単位である。台部は槌端に厚く内面は丁寧なミカキを施す。沈線は丸く太しユ。

IVE2 となり、屈曲する頚部から外反する己体部上位に最大径をもち

はやや外反する。口縁部の直下、服部上位、台部に平行沈線、変形工字文、刻目、無文帯を

もち、体部に縄文を施す(118)0118の突起は 6単位と思われ、波頂部は平坦になる。 体部の縄

文は縦位である。鉢部内商弱から口縁部までと外面の胴上位から口縁部はコピ状の炭化物が付

している。内面の下方には器壁がただれた斑状の部分がある。沈線は丸く細い。

IVE 3 台付鉢と考えられるもの

IV績F類査である。

IV F 1 体部上位に最大径をもち、

を施す(194)0194は席IJ毛臼状の痕跡

した (595• 646)口

IVF 2 司}

は碇形状となり細し 3首に連続する。体部全面にミガキ

にミガキを施す。内面はナデである。

る。体部全面にミガキを施す 162は

している部分もある。また内面の体

赤色顔料が認められ、

えられる。

査をさかさにし け掛けした可能性が

Q
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下町一日 をもち、

内外と
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ガミ¥

りつ乞い。

IV F 4 体部中央部に最大援をもち、頚部で問自しやや外反して立ち上がる門口容部は丸みを

もち片口をつくっている。頚部には平行沈線を施し、その他にはミガキを施す 195

マハ
M は丸く太い zコ立rrし

仁llJιd

rf F 5 i本部と

ら頭部にかけて、平行沈線と

る (196• 212t 212は

また、最大部のやや上位から

CIη内外の範囲

をもち他はミガキ

まる

し、かっ放射状 られる。体部の

をもっロ

をもちながら長さ 5

には炭化物が付着し

ている。沈静立は断面が三角形を呈し太い。

NF6 体部中央部やや上位に最大径をもち、

曲部には平行沈線をもち、

}ア

90  と頚

とその中に縦位の沈線を施している。外

(625~627)。すべて向一個体で、沈線は丸くやや紹し

に最大径をもち、そこから口唇部までは して立ち

にミガキ

NF7 首のなし

上がる。 には縄文を施す (119)0119は内面に丁寧なミガキを施す。

fyF 8 査と考えられるものを一括した(127• 628~636)。

• 635)や口縁部が波状を呈するものがある口 636

られる。縦位の沈線3本が確認でき、その上部

もつもの(832

ものと考え

を施す。

nT翠常r三家畜 王宝十1てマペ、1λ ス
~マ恒T 、.A]".T(口U-I ¥._ u_ノ 'w0 

NG1 して立ち上がる体部 は外反する。!阿部は r... 
どf

呈している。体部に平行沈線、変形工学文、貼癒をもっ他はミガキを施す (637)0637は突起が

6単位で、波頂部は刻み状の沈線で2つに分かれる。波頂部問の口唇部には沈線を施す。

には 1条の平行沈線と底部中央に円形の沈線文の痕跡が認められる。沈線は丸くやや細い。

NG2 内奇して立ち上がる体部は上位で丸みを沿び最大径となる。口縁部は直立し、脚部は

きく外反する。体部は上位で平行沈線、変形工字文、下位には縄文を施す。脚部には平行沈

線と無文帯をもち、縄文施文部以外はミガキを施す(199)0199は脚部に 2つの無文帯をもっO

また、 ¥..- あ o 〆ど刀て

r
T

一
口ナエ
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には縄文

639は脚部に 2-----" 3の

iU 



H~ 詐勿

をもっ5

を不す。

をもち、 している。

斗
0 

NG4 

はわ ，_.;. 0 

口

、

λ
副

長

A-

一

冒なシ) る。脚部

を施す (638)0638 しそれぞ*~

4 となり、それら一 中に先端の鋭利な工具による させる。

がおよび、 い。沈線 く太い。

161 • 223 • 224 641 ~645 .口 223と224は脚

をもち、内面体部に沈線、底面にも円

をもっ。平行沈線、貼癌文があり内

に入るものである。 647は脚部で紹く

rvG5 高杯と思われるもの

部で平行沈線開に波状文を施している。 637

形の沈線をもっo 640は

商は一条の平行沈線がある。 641

い沈線による平行沈線、変形工字文をもつものである。

H類 ミニチュア土器を一括する。

rvH1 事形で口縁部はわずかに外皮しミガキを施す。腕部には縄文を施す (665)。

NH2 菱形で口縁部は外反する。底部は突出し口唇部に 2条の浅い沈線をもっ (662)。

IV H3 翠形で口縁部は外反する。頚部と口容部直下に沈線文を施す。間部には縄文を施す。

非常に薄いっくりである (666)。

NH4 浅鉢形で日縁部は直立しナデを施す。体部には縄文を施す (197)。

NH5 鉢形で波状の口縁部をもっO 頚部と底部付近には太い沈線があり、 は3'"'-'4本

の網し

NH6 

を方包すc には締官房もつ (Fl白)ハ

をもっ O 口縁部には 2条の沈線を施す(122)。

NH7 査形で広口を呈している。口縁部はやや外皮し、頚部に細くて浅い沈線をもっ (126)。

IVH8 ミニチュア土器と考えられるものを一括した (663• 664)0 663は波状の口縁部で¥平行

沈線をもっo 664は深鉢あるいは警で、胴部には縄文を施す口底部が厚い特徴がある。

N群 l類底部を一括した(120 129'"'-'131. 146 • 147 • 181 • 185ぺ86• 210 • 227 • 585 • 587 

~590 • 648'"'-'661)。

V群A類事である。

VA1 底部が比較的小さい砲弾形を呈している。 ;ま し、

をもっ (218)n
。つ

J
U
 

↓ず一

にはヨコナデ、

VA2 
b 

:弐

には.... --"_，ラケヌ 1)

る (667)。



ム石器 e 苓製品(第27• 29 • 31 ~35 • 37 魯 41~~弘容 63~~70図、 図版25• 29 

30 • 33~36 • 51 ~56) 

らは、石鍛、石槍、石錐、石匙、石箆、鋸歯縁石器、スクレイパーの長u片石器と

打製石斧、半円:伏馬三月了製石器、石錘、円盤状石製品、白石、磨石、石Illlな

した円スクレイノ、;ーの中には、定形的なものの他に二次加工を有する剥片を多く含ん

でいる。また、凹おで磨り面をもつものは白石として優先的に分類表記しである。

(S 6 -~ S 9 • S 12 • S 24 • S 32・533)5 6・S7・59・512• S 24. S 32 

532は無茎で、基部は丸し )0 5 6の基部やS12の基部と背面倒縁にはアスフアルトが付着してい

る。

石檎(S 34 • S 36 • S 37) S 34には明瞭な基部があり、 S37はわずかな挟りをもっo S 34の

は長さの約泌があり、基部の末端に扶りをもっ属平な形態である。 S37は磨滅を示すにぶ

い光沢がある。

石錐 (S38)基部に際皮面をもっO 刃部@基部ともにこ方向からの剥離で、背面刃部左側は

背面から§右側は腹面から、墓部左側は腹面から a右自IJは背面からそれぞれ二次加工を施す。

刃部は謄耗が著しい。

石匙 (S39~S41) S39は縦長剥片を S40.S41は横長奈Ij片を素材としている。 S39は未製

品でつまみ部を欠損し、 S41の表面は先行剥離面で平坦面となる。

石箆(S 42 • S 43) S 42は全面に二次加工を施した丁寧なっくりで、 S43は表面に際皮面を

残す粗雑なものである口 S43の南側縁の挟りは素材を生かしたもので、腹面刃部先端はヒンジ

フラクチャーとなっている。

スクレイパー (S2 • S 4 • S 13~ S 18 • S 20 • S 21 • S 29 • S 30 • S 44 • S 45 • S 48~ S 

92) スクレイパーを諸特徴によって a~n 類まで分け、それら

説明する o a類はS44 • S 45である。縦長剥片の両側縁

しないものは o類として

S 44は背面の上側縁

を中心にアスフアルトが付着し、対辺を刃部とした属平なっくりで、にぶい光沢がある。 S45 

はアスフアルトの付着はないが、末端部に二次加工がない、両側縁に二次加工を施す、にぶい

光沢をもっ、石材の感じが類似、などの共通点があり同じ類に含めた。 b類はS21である。

に丁寧な二次加工を施す。背面の上側縁の両端にアスフアルトが付着し、他の側縁を刃部と

した薄手のものである。 c類は S48 • S 49 • S 55である。縦長剥片で末端部と両倒縁に一

工手続す末端部のまLいものである。 548は丁寧な二次加工

d類はS13.S51~S54 e S90であるD

叶

そ;)己

を沿び、そことー側縁に二次

加工を施す。 S13と554は小型

類は 550である。

っくりである。 590

みに二次加工を施し丸くなる。

なっている。 e

と思われる。 S56

円
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一
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4hQ 
+の S16. S60である凸

S 57 • S 58てもある白二次加工

>-- S 58 l-
l_. それぞれ細かし

ヱと 、ii
 
o
 

S 15である。

S 17・S18多 S29 S 59 • S 61 ~ S 67である。

で、特に丁寧なもの(S 18 • 561 • 5 64-~ S 67) と

S 62 

もの

る己

しでし 3ごレュ る。 5

をとどめ、 S660) 

と567の再

刃部、腹直にはにぶ、い光沢がある。 j類は S4 S 14. 520 • S 68~ S 71である。縦長剥片で

-側縁にだけ二次加工を施す。陳皮面のつくもの (569~571) とそうでないものがある口 S

70は刃部と表面ににぶい光沢がある円 k類はS72-~S 76である。縦長景11片で末踊部が三角状に

なり、両側縁に二次加工を施すD 側縁の二次加工が一方向から施すもの(S 72 • S 73 • S 75) 

と方向を違えるもの(S 74. 576) とがある。 1類は577• 580である。横長剥片で末端部が

三角状になり両側縁に二次加工を施す。 m類は578• S 79・S81 • S 82. S 85 S 92である。

縦長剥片で末端部が三角状になり、一側縁に二次加工を施す。 n類は 583 • S 84 • S 86である。

を施す。 583は刃部が鋸歯縁状を呈している。 。類は587• 588 • 

S 91であり、上述の分類に含まれないものを一括した。 587は縦長剥片で両側縁と末端部、そ

れに正面上部左縁に二次加工を施すもので、上部と末端部が欠損している。 S88は縦長剥片で

を施すもので、二次加工は一方向とニ方向とがある。 S91は縦長剥片で二側

をもつがー側縁が鋸歯状を呈している。全面ににぶい光沢をもっO S89は横長剥

片で、末端が大きく扶られた三角状を呈している。三つの縁辺に一

末端部と右側縁では腹面から、左側縁では背面から施している。

鋸歯縁右器 (S35 • 546 • S 素材の厚い剥片の側縁に、大きな鋸歯状の二次加工を施す

ものである。すべて縦長剥片である。 535は石箆状の形態を呈するもので、この形態では刃部

を施す。二次加工は

と考えられるところに大きな鋸歯状の二次加工を施し、一応この分類に含めた。 546は末端部

それぞれ上 3と大きな二次加工を施す口 S47は背面が平坦で、末端部に 4つ

の大きな二次加工を施す。

(5 5 • S凶器 511"S93---S98) S96亭li全い

けて考えられる a類は510• 5 

594では円刃である。 S 

に近く、

L土

一方に属じる片刃の マ←
'0 n 仁 595で、 はいくつ

っリ
門

/
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ある。刃部は刃こ しし
『

9 0 した 2つの痕跡面があ

をもち、正面右側
m
U
 叶え。

縁の下と

面のí~iJ繰沿いには、

を示すと考えられる

円刃となる援形である S97 • S 98 

ぴる曲面と

近い形態である。刃部の縦断面は

打製石斧 (S99)素材が厚く

を残すn

と左側縁の下に

られる。これらは、

ユているカ~" S 96 

、中央がやや挟れる

じた片刃で、円刃となる。

りをもっ形態で、楼形を呈している。刃部の片側に

( S 100) と られず¥底部側縁にも

痕は認められない。

打欠石鍾(S 101 • S 103) もの(S 100) と大型のもの(S 103) に分けられる。

S 101は二次加工が一方向からのものと両方向からのものとがある。 S101では両側議中央に荷

方向からのニ次加工による挟りがある。また正面左下にも一方向からの二次加工があり、正面

右側縁は斜めの素材のもつ扶と対応している。

石製品(S 102)底部が平坦な椀形を呈している。

全面が擦られている。

円盤状石製品 (S1 • S 104~ S lll) 

に当る は5---7 mmとi揺がある。

5 cm前後のもの (S1 • S 104 • S 109 • S 111)、

径が 4cm前後のもの (S108 S110)、径が 3cm前後のもの (S105~S107) と
1--1-?-斗n γ7
V ノワ 1)G9  0 

両面も縁は磨かれているが、 S106のもの

白石 (S3 • S 22 S 23勿 S31 S 112~ S 124) 

る。

中には棒状、 丸形などさま

ざまであるが、 として使用しているもの (S3 • S 23 • S 31 • S 112~ S 115) とそうでな

いもの (S22.S 1l6~S とがある。田部は一面に一つのもの、複数のものがあるが、田

部が片側のもの(S 112~ S 115) と両国のもの (S3 • S 22 S 23 • S 31 S 116~ S 123) に

分けられる。両面に凹部のあるものが多く、凹部が片面のものは磨石として使用している傾向

にある。

(S 19合 S28号 S125~ S 131)磨石の中には丸形、楕円形などがあり、

( S 19 • S 125---， S 129) と片間使用のもの(S 28 • S 130ゑ S131) がある。

のもの

のものが

多いむ

若思 (S1 

したもので¥

を示している は、力日Tの方をさない自 を利用

力主 を示している。 わずか られている。
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山つ1 山?に S K23 日 IIVB6
32-1 」
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4節出土遺物
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円
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1
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土器観察表(4)
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第4節出土遺物

示帰除トjキ図版片付1十)(11点 下手 1古 分 額

3723I50 円〕 160 fk 直 NB6 

37子151
ち160 I NC10 

23 

37-152 
日160

23 

:J7 
S 160 

勺叩つけ

37-15，1 
S 160 

35-1 

37-155 
S [60 
1 

I 3ï-1~6 
S 160 
i 

37 -157 
S [611 35.... 1 

:17 1;1民
S [60 

35-1 

37-159 
S 160 

35-1 

35-1 
S 160 

37-161 
S 160 
1 

‘23 
s r 60 斥ミ 直 NF2 

37 -163 
S 1 Gり ;党苦し NF3 

23 

38-164 
S 161 床直 NAl 

つ3

38-165 
S 1 G1 I NA 

2.1 

38-166 
S 1日1 F，f i吉 IVA ~ 

q“っu 

38 167 s r iil 
23 

:i8 16 
8S  I61jm夜|

り':'0つ

38-16 : I S 161 
35-2 

38-17 01 s r 61 ーiムiユJ N}¥'i 
4ワL・ワ3 

38~17 
11 S 161 斥 i主 NCl1 
23 

38-17 
21 S 161 直 NC  1 b 
23 

38-1 73
1 S 161 '*i立 NC  1 a 24 

;:)8-1 
724 S i61 !末記I NC11 
35-

き ')Q~1 
ウ2に ::i i 61 i i不 u二Li iV C li 

35-

38-1 76
1 s 161 35 

!策担 IN 1 
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4 手~
2 二千二・

喜品川二地点i層位

t881 5 161 
4Tls I61 
4190 S 161 
4191 S I61 

喜4725151 
41i;53j s i61 

: 
i41281s I61 
rrls I61 

T91 S 161 
2-2020 1 5 161 
2.202115 l61 
277i MA52 
;;三0231S 161 1坦士INCll
2!024 1 5 161 1埋土INB6
2~0251 5 ! 61 1床蕊i山呂
47SN471駅下1NB 1 b 
な71SN471溌.::tTINA4b
471SN47 1 
t091 S N52 
2~\O 1 5 N52 1闘関IN 1 
-111 5 N52 1確認商INA7
143;;12 f 5問 l確認街INF5
I j;TlsN56 |焼日1NB 1 b 
ZTisω|埋 1-.1山 a
Z171SQ49 1 f31 +.1 
471sω 
;;??|SQ50 
26 Iカマド
rI S 132 
i;;汁I5 132 
142211S 132 
I ~;方 15 132 
4;ゴ?lsi32 
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4節出土遺物

!単 3沿

:，1:)- S X51 

37 --1 
MA59 

4357-231 2 MASR W 1/¥ a 

4S-2:i::l 
前 1'1 1 司

37-1 

45-::;::H 
孔1/¥58 N 1 A a 

37-1 

MA59 W IAa 
1 

4357…231 8 MAS6 W 1 A a 

戸》つw りJ門i 
1'1'1/¥511 IV 1 a 
1 

45ャ238
MA5R N T A a つゥ i 

45 239 
1'v1A58 N 1 A a 
1 

4357←-24i {} 1¥.1/¥G8 1v 1 /¥ a 

MA5~ IV 1 A a 
:17-1 

45-242 
L '1'62 W 1 A a 

37-1 

15 243 
MA56 W 1 A b 

37-1 

45-244 
主56 IV 1 A b 

37-1 

45-24:1 
MA56 W 1 A b 

37-1 

45-246 
I¥'I/¥56 W [Ab 

37-2 

45時247
L T46 W 1 A b 

37-2 

45守248
MA58 W 1 A b 

37-2 

37つ42Q MB57 I iV I 1 A b 

45-250 
L T58 W 1 A b 

37-2 

45-251 
MA56 W 1 A b 

37-2 

45-252 
LT:i8 IV 1 A b 

37-2 

45-つ253
MA57 IV 1/¥ b 

37-2 

ー15-254
孔1A57 W 1 A b 

37-2 

4日
ちIAcJ7 N 1 A b 

つdゥ~

に

LT時2 W lfAl日

L T63 iV IIA1a 

L T(i2 IV IIA 1 a 

:i8-1 I L S63 lV !IA 1 a 

4626l0i i L T42 lV lf A 1 a 
38 

一h
u
つF
]

1
i
 



d妥苦 言民!弓主Fσ):'1?生法

~~-26，z 1 MA51 1 1 1 Il A 1 a 
381 

46ω26，3 1 L T 62 1 [y 1 il A 1 a 
38-1 

4386…2日;4I L 5 38 I ! I!! 1 a 

~~-26，51 MA45 1 1 1 Il A 1 a 
38-1 

4につにに IV I II A I日

!i八 1a 

w i1I A 1 a 

IIA1a 

IIA1旦

L T 40 I [y I II A 1 a 

L 548IV  I IIA 1 a 

L S!i1 [y I IIA 1日
品-

~~-2În51 L 551 1 IV IIIA 1品
382 

~~-27~61 LR51 1 [y 1 IlA1呂
387 

~~-2711 L S 60 1 N 1 II A 1 a 
38-2 

~~-27n81 L T50 1 [y 1 Il A 1 a 
38-ry 

146279 L T421V  II LL l呂
38-2 

~~-28;11 MA46 1 1 1 II A 1 a 1 
38-21  

~~-28} 1 L S!i7 1 [y 1 Il A 1 a 
38-2 

47~~821 ~!j~56 I N I II A 1 b 
26 I l'vi A59 

47226 R31 MA56 1 N IIAlb 

47-284L S59W  lHIIAlbbi l 
26 I LR51 

47~~851 !:'!~~~ 1 IV 
26 I MA59 

且~~-;，~(j l MB50 I [y I IIA 1 c 
39-1 

~Z-28? 1 L T60 1 [y 1 II A 1 c 
39-1 

~Z-28，81 L R51 1 N 1 11 A 1 c 
39-1 

47 28，91 L S 57 1 N 1 II f¥ 1 c 
39-1 

4397-29
1
0 I !¥f A5~ N I II A1 c 

47町29，11 MA50 1 IV I!! A a 
39-1 

.17-つ】9つ~ I [¥;1 A58 I [y I iJ 2 a 
391 

i 3日世i 1 ?VI N I lT A 2 a 

i 3i79-別l L iIJ iiA2a 

当51Mi¥42 I IV 11Ii¥ a 
:19-1 

I ~l.四61 MA百九 V I II a 
39-1 
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